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霊 感 あ る メ ッセ ー ジ

１２使徒評議員会 々員 ハ ロ ル ド Ｂ．リー一

日しばしば人々は，主が直接，その声を以て人に語 りかけ，その心今

∴， にささやきかけられるという霊的なことがらからすっか り離れて生

．活 しております。権能を持った僕たちを通 じすなわち彼 らが聖霊に感 じて

語る時は主御自身が語 っておられると同様なのでありますが，今 日の人々

はちょうどエルサレムで人々がそうであったと同様に，ただ騒音だけしか

聞いていないのであります。また主の心が予言者である指導者を通じて語

られているのに，その霊感 された英知 も，奥深い確信も受けないのであり

ます。すべての人が知 らねばならないように昔の予言者たちは祈 りによっ

て，いかに主と交通するか，語 り合 うか，そして主御自身の方法による回

答を受けるかを学んでおりました。主がその弟子たちに語 られたように，

神 とそのつかわされた・ｆエス ・キリス トを知ること （ヲハネ １７：３）がこ

れら栄光に輝 くお方の御前に，永遠の生命に導かれる確実な道程の始まり

なのであります。
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□ 特 集 記 事

われわれは今月号に新 しい使徒 と，教会の大

祝福師と１２使徒評議員会補助，毛十入最高評議

員会，管理監督会の写真と短い伝記を特集する

ことにした。 これら兄弟たちすべての新 しい写

真はこのために撮 られた。伝記 もインプルーヴ

メン ト，エラ誌のスタッフにより書かれたもの

である。



〈予言者の ことば〉

直
ノ 、 の

、 からの感謝を行いにあらわすことは，ただありがたいと思 う
’し、
ことよりも深いものであります。感謝はありがたいと思 うこ

とに始まり，その表現によって完成 します。ありがたいと思 うこと

はただことばによって表わせますが，その気持は行いによって表わ

します。さてここで収穫 とか利益というような一時的なものではな

い祝福に感謝する，私たちの態度について考えてみましよう。もし

私たちの投資が利潤を生んだことや，みのりにだけ感謝したり，税

金を払える充分な収入のみに感謝するというのであれば，感謝は，

まった く利己的なものになってしまうで しよう。

うま く行くことがらはいろいろあります。家族みんなが健康であ

ること，祝福に満ちて繁栄 していること，お祝いの食卓がにぎわっ

ていること，貯蔵倉庫に食糧があること，あなたはこのようなこと

で，感謝 しなければならないと思 うかも知れません。 しかしこのよ

うな感謝は利己的なものでしかありません。それは環境に基礎をお

く感謝であります。晴れ渡った空は心を活気づけ，おだやかな海上

の旅は，心を洗いますが，いったん光と影とが逆になるとす っかり

変わってしまうように気まぐれなもの，それがこの種の感謝です。

その人の感謝が安楽や繁栄だけによるとしたら，逆境の時にはた

してよろこびを見い出すことが出来るで．しょうか。

過去の記録には重々しい一側面があるものです。辛苦と失敗，絶

望 と死別，悲嘆にくれることが らがあるものです。こういうことに

感謝する理由は見いだせるで しょうか。からっぼの貯蔵庫，何 も並

んでいない食卓，ひとり置き去りにされた家庭，寒々とした椅子や

埋葬地の墓標に対 して感謝する余地はないものでしょうか。
．これが実は多くの真摯な心をもつ人々のつまずきとなる点であり

ます。私たちは，逆境のきびしい寒さの中で，その感謝がほんとう
ヨ

のものかどうかがわかるのであります。それは，肉体や外形の枠を

はるかにこえて，神御自身に対 して感謝を抱いているかどうかの試

練であって環境には全く関係のないことであります。．．悲しみにあっ

ても，よろこびにあっても，真の感謝は入生の表面にあらわれない

ところにあり，神に対してまことに表わされるものなので あ りま

す。

繁栄を考えることをかたわらにおいて，富める者も貧 しい者も，

轟

感 謝

大 ・管 長 デ ビ ッ ド ０・ マ ッ ケ イ

健康な人も病める人も，すべての人々が感謝できるいくつかのこと

がらについて考えてみましょう。人生における真実 とは，結局，よ

ろこびと幸福をもたらすことがらです。あまりにも多くの人々はこ

れらの真実に感謝することを忘れています。

たちが感謝しなければならないひとつの偉大な真実は，生命私

そのものです。生命は多くの人にとって不可解です。でもす

べての人々はそれに感謝すべきであります。生命は神が人間に与え

られた最大のおくりものです。生命に感謝していない人ほど貧 しく

不具な人はいません。

次に感謝 しなければな らない偉大なこと，それは神が与えておら

れる自由のはたらきです。国の基本法によって保証 されている自由

です。

は，教会の会員やその他多くの人々が，物質的なものだけで私

は幸福でないことをさとり，それよ．りももっと価値あること

に感謝 していらつ しやることを知ってうれしく思います。私は友人

とともにこれらの最も価値あるものに与つていることに幸福を感 じ

ております。以下の少しのことをあげても私は心より感謝せざるを

得ないのであります。

すなわち

第一に 高貴な血筋と立派な名前

第二に 至高者 とイエス ・キ リス トの神性に対する確固とした信

仰

第三に 自然界にあらわれている神のおくりものを享受する能力

や機会に恵まれていること

第四に 愛する者や信頼できる友人のい．る愛のこまやかな家族関

係

第五に 末日聖徒イエス ・キ リス ト教会で奉仕をする機会がある

こと

とりわけ 慈悲深い御父が，御自身を心より求めるすべての人々

に助けとなる導きをお与え下さるという知識。

教会で奉仕する機会があることにいつも感 謝 を あらわしましょ

う。 自己にではなく隣り人に対する奉仕の機会に。もしあなたが幸
ロ ドゾ

福なら隣り人をも幸福にしなさい。これはキ リス トの根本的な教え

であります。教会はどんな人で も何かの奉仕が出来るように組織 さ

れています。 「わたしの兄弟であるこれらの最も小さい者のひとり

にしたのは，すなわち，わたしにしたのである」（マタイ ２５．：４０）

ということを忘れないようにしましょう。
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１９６７年１０月大会タバナクル前広場

２

タ バ ナ クル ・ホー ル

愈

記 念 す べ き大 会

ヘ ン リー Ａ 。 ス ミ ス

チャーチニユ ーズ編集 長

会の歴史の中で最も記念すべき大会のひとつの幕が切教

って落とされ，全世界の末 日聖徒の目は，霊感溢れる

メッセージや，出席 した聖徒の役員選出などに向けられた。

１３７回一般大会は金曜 日の朝の大管長デビ ド・０ ・マ

第
ッケイの団結の重要さを強調する開会あいさつで始ま

つた。愛する大管長は最初の会に出席したが，医師の忠告 も

あり他の集会は家庭にあって，カラーテレビによりその模様

をつぶさに見守った。

デビット・０ ・マッケイ大管長は，子息 ロバー ト・Ｒ ・マ

ッケイが代読 した神権会と日曜 日午後の閉会メッセージを加

えて三っのメッセージを話 された。

人かの演説者は教会の世界的な性格に触れたが，金曜幾

日午後の大会において十二使徒評議員会地区溺担当責

任者が支持 されたことでその伸張ぶ りを目のあたりに見る思

いがした。

時に，大管長会や教会幹部が支持 され，１９５８年以来十同

二使徒評議員会補助であったアルビン・Ｒ ・ダイヤー

長老が十二使徒評議員の一人 として支持 された。十二使徒評

議員会補助は指名されなかった。

イヤー長老の聖任については，かつて三たび，使徒が
ダ
十二使徒評議員会の会員 と称することなく聖任されて

いると同様の例である。ブ リガム ・ヤング （二代目）は１８６４

年に使徒に聖任 されたが，１８６８年まで十二使徒評議員会の会

員ではなかった。ジョセブ ・Ｆ ・スミスは１８６６年に召され，

翌年十二使徒評議員会の一員となっている。またシルベスタ

ー ・Ｑ ・キャノンは１９３８年 ４月に使徒 となったが，評議員会

の一員 として支持 されたのは１９３９年の１０月のことである。新

たに十二使徒評議員の下で働 く６９名の地区別担当責任者の写

真 と簡単な伝記，責任地区の名称とその地区内のステーキ部

はインプルーヴメン トエラの一月号３０ページか ら３７ページに

紹介されている。



』

の新たに任命された６９名は一地区に平均 ４ステーキ部
こ ‘
を当てていた以前と違って，もっと細分化 された １０９

地区で働 くよう指示 される。

６９名の新 しい責任者の名前が発表される前， ヒュー ・Ｂ ・

ブラウン副管長は大管長会か らの次のようなメッセージを読

み上げた。

教会員のみなさんへ

「あなた方の多くは１９４１年を想起するでしょう
。あの時，

急激に成長する教会の仕事のために十二使徒会と大管長会

に付随 して働 く兄弟たちが必要でありました。そのたら６に

１９４１年４月の一般大会において，十二使徒評議員会が支持

されました。それはまさに主の御業を遂行する必要性が増

大し， しかもそれは時々刻々高まっていたか らでありまし

た。以来教会がもつ世界的使命はかってない程に増大し，

大管長会と十二使徒評議員会は，指導及び指示監督するた

めのより一層の備えが必要であると感じるに至 りました。

従 って現在提案 しているものは，十二使徒評議員会地区別

担当責任者の召 しであります。各人は時々刻々進歩を遂げ

るステーキ部や，地区群における教育集会を指揮 し，相談

を受ける仕事をするよρ責任を持つのであります・十二使

徒評議員会地区別担当責任者は 「管理監督会』の如 きもの

ではありませんが，状況に応 じて多少の時間を，必要な期

間だけ専任となって奉仕し， ステーキ部長の行 うような，

仕事を行いますｏ」
「
詳細はこの計画が大管長会と十二使徒評議鼻傘の指導の

下 で進 あ られ るとき明 らかに されます。

大管長会 の ５名全員が この声 明に署名 を した。す なわち，

デ ビ ド・０ ・マ ッケイ， ビュー ・Ｂ ・ブ ラウ ン， Ｎ ・エル ド

ン ・ターナー， ジョセフ ・フィールデ ィング ・ス ミス， ソー

プ ・Ｂ ・アイザ ックソンであ る。

十二使徒評 議員会地 区別担 当責任者 は担当地区を割 り当て

られ， ４３３ス テーキ部長が 出席 した アセ ンブ リイ ホールでの

金曜 日の特別集会において， その責任 についての指導 を受け

允。地区担 当者は， あ らか じめ大管長会 と十二使徒評 議員 会

の指 導の下で，二 日間の特別 セ ミナ リーで トレーニングを受

けていた。十二使徒評議員及び教会相互関係調整評議 会長 で

あるハ ロル ド ・Ｂ ・リー長老 によ り神権会一般大 会において

この 新 しい管理計画 の説 明や翌年 のステーキ部大 会のための

指示が与え られた。

蚤

鐸 罪：．饗 懲ざ『

一長老は，この地区別担当責任者をふ くむ新 しい管理リ

計画は珀６８年 １月 １日か ら完全に行われる と説 明 し

た。とい うのは１９６７年のステーキ部大会や地区集会の残 りの

部分は，４つの神権委員会一 伝道，ホームティーチング，福

祉，系図一 の委員によって引きつずき行なわれ， １月 １日

一！こ，これ らの委員会は解散 され，会員は大管長会か ら名誉あ

る解任を受けるでしょう。

一長老はその神権大会での演説で，１９６８年 １月か らスリ

テーキ部大会でステーキ部全員が出席すべき会は日曜

牛前の一般大会だけとなり選ばれた指導者のためには，土曜

日の午後 と夕刻の会が設けられるであろうと述べた。

けて リー長老は，次のように説明した。続

「教会幹部は四半期のステーキ部大会のうち２回出

席するよう割当そ られ，教会幹部が出席 しているときは彼 ら

が管理 し監督 しますみもちろんのことですが，教会幹部が欠

席の場合は，ステーキ部長が大会のスケジュールに従ってこ

れを管理 します。」

一長老は又補助組織中央管理役員は １月 １日以降はス

リ
テーキ部大会には訪問しないが，地区別大会には訪問

．を続けると説明 している。又付け加えて， 「大会の午後の部

は，教会幹部によって新しく召された監督会や他のステーキ

部指導者のための大切な訓練，指導養成のために使われ，四

半期毎のステーキ部大会が効果的に開かれるでしょう」と説

明した。

「ワー ド部聖餐会はステーキ部大会のある日曜 日に各ステ

ーキ部内のすべてのワード部において午後遅 くか夕刻に開か

れます」とリー長老は述べた。

つの神権プログラムすなわち伝道，系図，ホームティ
四
一チング，福祉プログラムは毎年二度各地区で地区集

会を持っようになると説明された。新 しく任命されたこの十

二使徒評議員会地区別担当責任者は地区別集会を管理 しその

計画遂行に責任を持つ。 ・レ

テーキ部大会での指導者養成についてり一長老は，
ス
「ステーキ部四半期大会土曜 日の夜は手引によつて

，

神権の４つのプログラムや全教会指導者が教える原則及び技

術の勉強にあてられます」と述べた。また以上述べた指導者

養成はステーキ部神権指導者会で行われる場合がある。我々

はステーキ部長が監督やステーキ部，ワー ド部の神権指導者

ならびに補助組織指導者すべてのために，同様の主旨で指導

者セ ミナーを発展させて行 くように希望する。

３
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祈 り の 力
Ｎ．エ ル ドシ・ター ナー

第 二 副 管 長

ソル トレークタバナクルで開かれた

第 １３７回定例一般大会における話

ベモ ロ

ツケイ大管長ならびに兄弟姉妹のみなさま，今日こうして歴
マ 史的

なタバナクルに集うこ．とができて，私は心よりうれしく

思っております。美しいテンプルスクウエアのこのタバナクルに過

去百年余りの間多くの教会員が私たちと同様 こうして集い，主のみ

たまを心に受け，知恵ある言葉に耳を傾け福音の教義を教えられて

まいりました。 この機会を得て私たちは信仰を新たにすることがで

き，証を強くすることもできます。 ラジオやテレビができてから教

会の指導者たちの偉大なメッセー ジは世界のいた’る所へもたらされ

ております。私たちは今日ラジオに耳を傾けテレビを見ておられる

視聴者の方々に心か らの歓迎の意を表わします。私たちは今，偉大

なタバナクル合唱団の美 しい合唱を聴きました
。 この合唱団は１８４７

年に組織され リチャー ド・Ｌ ・エヴァンズの解説 とともに１９２９年以

来何百万の人々に聞かれてきました。ひと月程前，私は旅行をいた

しましたが，そのとき，カナダの博覧会，ニューヨー ク， ミ シガ

ン，ネブラスカ，オクラホマ，マサチュセッツや ロー ドアイランド

に おい て そ の荘 重 な コ ンサ ー トを楽 しむ 無 数 の人 々が い ま した
。

大 管 長 会や ここ に集 ま って お られ る人 々 や教 会 の す べ て の 会 員を代 表 致 しま して
， 私 は ア イザ ッ ク ・Ｍ ・ス チ ュ ワー ト合 唱

団 長 に， 指 揮 者 リチ ャー ド・Ｐ ・コ ンデ イ お よび ジエ イ・ウエ ル チ に ，

オ ル ガ ニ ス トの ア レキ サ ンダー ・シュ ラ イ ナー ， ロバ ー ト・カ イデ

イ ッ ク， ロイ．・ダ ー リイ に深 甚 の謝 意 を表 明 した い と思 い ま す
。 ま

た合唱団の献身的な団員たちや素晴らしい業績に献身 しておられる

関係者の皆様にも私たちはそのような謝意を抱いているということ

を申しあげます。主が彼らに今後とも成功を祝福なさいますように
。

予言者やみたまあふれる指導者たちの下で開かれる多くの大会を深

く考えますと，彼らすべてが神のしもべたちであり，彼 らの多 くが

真 に偉大な人々であり，この責任を受けるにあたってひじょうに謙

遜であることをはっきり知ることができます。私は心から祈り求め

ます。私があなた方の信仰や祈 りに関心をもち，主のみたまが私が

こうして立っている時に豊かにありますように。また私のお話し申

し上げることが主のみたまに見守られますように。そしてここに集

った方々やテレビやラジオで聴いている人々の助けとなりますよう

に。私は心よわ主のみたまと祝福があなた方にあって求める正 しい

ことがあなた方に与えられますようにお祈 り致します。私は祈 りに
．対して大きな信仰を持

っております。祈 りによって想像以上に多 く

のことが実現されるということを信じております、私は祈 りについ

ての話を選びましたが，このことにより，．祈 りの重要性について皆

様が理解して下さるよう主の助けを祈 り求あております。考えてみ

ますと，私たちすべてが，感謝やその他の祈 りの機会と大きな特権

を持つことはなんとすばらしいことで しょう。私は人生を通じてし

ばしば私の祈 りがこだえられたことを知っております。それ故に私

信主を呼び求めるζ；ζの重要性を感ずるのであり，私が今受けてい
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る責任に対 して主の力と導きがあったこともわかっておりますし，

今日この問題について話 し合いたいと願った理由もこのためであり

ます。私は神が私たちの霊の父であり，神が実に生き給うことをさ

らに皆 さまが確信なさるように祈 ります。主は言われました 「求め

よ，そうすれば与えられるであろう。捜せ，そうすれば，見い出す

であろう。門をたたけ，そうすればあけてもらえるであろう。すべ

て求める者は得 捜す者は見い出し，門をたたく者はあけてもらえ

るか らである。」（マタイ ７：７～８）

がしばしば不思議に思 うのは，私たちが真に祈りの力を知っ私

ているのだろうか，また謙遜な祈りで主なる神を求めるとき

偉大な祝福があることを，どのように感謝しているだろうかという

ことであります。神は，私たちに関心を向けておられ，私たちが成

功するのを願っておられることを 本当に理 解 しているで し ょ う

か。 リチャー ド・Ｌ・エヴァンズは，次のように述べております。

「天にいます父なる神は，私たちに敗北を宣言 しようとしている

審判員ではない。神は私たちを出し抜 こうとしている競争者でもな

い。我々に害を被らせようとしている告発者でもない。神は我々の

幸福と永遠の進歩を望んでおられる愛する父であり，そして，もし

忠実と謙遜と信仰 と忍耐を持って生きる私たちに，いつも手をのべ

て助けを与える機会をまっておられる御方なめである」 と。

果的に祈り，またその祈りが聞き届けられたと感ずるために ．効

は，聞 くことも答えることもできる神にあなたが祈っている

のであるということを先ず信じなければなりません。神は，息子た

ちや娘たちに関心を持ち，進歩するように気をつけておられます。

最初に主に祈った人の記録はモーセによって書かれております。

「アダムとその妻イヴ主の御名を呼びたるに，エデンの園を指 し

て行く途のかなたより声聞えて彼に語 りたまえるが，その御顔は

見えざりき。そは彼 ら主の居 りたもう所より締め出されたればな

り。アダムとその妻イヴとは神を呼ぶことを止めざりき」

（モーセの書 ５：４，１６）

世に影響を及ぼすような偉大な人々は，常に神聖な導きを祈後

り求めています。この偉大な国家においても祈 りは重要な意

味をもっていました。祈 りによってこの国は建設 ざれたからであり

ます。私たちは昨年 ５月に，ス トローム・サーモンド上院議員が述

べたことばを思い出します。 「１６２０年１１月に書かれたメイフラワー

号盟約は祈 りによってその起草文が始められています。 「神の御名

によりか く述べんと欲す。我らは神の栄光のたあに神の御前とお互

いの面前で厳粛に，この誓約書を以て我々自身が一つの市民政体に

団結することを誓う。」

のように私たちの国家は祈 りによって創立されたのです。バ
こ リイ・フォージでの厳 しい冬に，ジョージ ・ワシン トンの膝

まついて祈った姿を私たちは決 して忘れてはなりません。１７８７年 ６

月に，合衆国憲法会議がなんらの一致を見ることもなしに何週間も

開かれていたとき，ベンジャミン？フランクリンは，さっと立ち上

っ’て；ジョージ ・ワシントンに次のように述べました。

「閣下，私たちは４ッ５週間も互いに道理を尽して話しあってき
．
ま．したが得たものは微々たる進展で しかありません。遺憾ながら，

そのことは人間の理解力の不足を証明して部ります。私たちはか

つてあった政体や近代諸国家をも観察しましたが，どの憲法も私

たちの環境に適 しません。なぜでありましょうか，大統領閣下 ？

私たちは，理解力をま して下さる天父なる神の御前に謙遜に頼る

ということを忘れてい准のではないでしょうか。英帝国との戦い ．



医

の始めに，私たちは危険に直面しておりました。そのとき聖なる

加護がありますようにと毎日祈りました。大統領，私たちの祈 り

ぽ，聞き届けられ，応えられたのであります。従 って私は，この事

態が変化するよう切望致します。私たちのこの絶望的な状態に天

よりのお助けと祝福があるように祈ることによって，この事態を

打開して行けるはずでありますから，この仕事を押 し進める前に

毎朝祈ることは必要なことだと思います」

そのことはなされ，今や私たちは祈りに対する答えを得，彼 ら

の働らきの結果をよろこんでおります。祈りは決 してこの偉大な

国においてないがしろにされてはいけません。絶えず主に，導き

を求めた リンカ㌘ンはこのように述べました。

「治め給う神の力に頼って，謙遜な悲しみの念を以 ってその罪

を告白する国民，神を主とたてるこのような国民だけが祝福され

るという崇高な真理を認めることは国民のまた同様に人々の義務

であります。 ドワイ ト・Ｄ ・アイゼンハワー大統領は，就任式の

際に主に嘆願致しま した。

「私どもに，悪を免れるための明らかな光を認識する力を与え

給え。私どものすべての働きと行いが，その光の中にあり， この

国の法律によって守られ，みとめられますように。かくして，す

べての人々が，その属する国家の善のために働 らくことができ，

かつあなたの栄光のために働くことができますように。アーメン」

電報の発明者であるサムエル ・Ｂ ・モールスは，迷う時にいつも

ひざまついて光と理解力を得るように祈ったということを述べてお

ります。私たちは，心からの素朴な祈りを，アス トロノー ト・ゴー

ドン・クーパーが地球を一め ぐりしたとき祈 った記録によって知る

ことができます。

「天父よ。どうも有難とうございました。私が地球を一めぐり

できたことに対し感謝申し上げます。 このような特権を得ました

ことを感謝申し上げます。 このようなすばらしいところに存在 し

ておりますことに感謝致します。 目を見張るような美わしいあな

たの創造．を目のあたりに見られる場所に私がいることを心より感

謝申し上げます。」

はサーモンド上院議員が訴えた次のような呼びかけに同感で私
しら

あります。「もっと祈れ，そして我が国の宗教的遺産を査べよ。

そして神の祝福を求めることの有益 さを見よ。祈 りは有限な者が無

限なお方に通 じる唯一の道である。そこにおいて目で見る者は，目

に見えざることに触れることができるのである。あなた方は，容易

にこれを理解できる。もしあなた方が国家の歴史を調べてみるなら

ば，神への祈 りや神と親しく交わることが国家の唯一の礎石である

ということにす ぐ気が付 くだろう。 もし今それを捨てようとするな

ら，かつて他の国家がそうしたと同じようにあなた方はこの国家の
’最大の宝を放棄することになるのである

。」

アダムから現在に至るすべての予言者たちは，絶えず導きを受け

るように祈 りました。救い主でさえ永遠の父なる神に絶えず祈 りを

捧げました。私たちはこのような救い主を，以下の聖句から知るこ

とができます。 「このころ，イエスは祈るために山へ行 き，夜を徹

して神に祈 られた。」（ルカ ６：１２）主は私たちすべてに祈る よ う

さとしておられ，ヤコブを通 じて次のように約束しておられます。

あなたがたのうち，知恵に不足 している者があれば，その人は，

とがめもせずに惜 しみなくすべての人に与える神に，願い求めるが

よい。そうすれば，与えられぐであろうあただ疑わないで，信仰を

もって願い求めなさしも 疑 う人は，風め吹 くままに揺れ動く海の波

に似ている。」（ヤコブ書 １＝５～ ６）

＿ の約束は私たちの一人一人に与えられたものです。身分の上
一
下，貧富に関係なく，普遍的なものであり，私に もあなたに

も，私たちの隣人にもかかわりのある約束であります。・主は私たち

に神を信じ，神に対する信仰を持たねばならないと教えておられま

す・穂 ちは注 が論 を守りつ？祈りによ・て主に心を向ける子

らを常に助けようと用意しておられるということを知るべきであり

ます。事実，主は次のように述べておられます。

「汝らわが言うところを行わば
，主なるわれこれに対 して責任あ ‘

り。されど汝 うわが言 うところを行わずば汝 ら何 ら約 束 を受け

ず。」（教義と聖約 ８２：１０）

，主 は私たちに謙 遜でなければならぬと戒め沽 代の予諸 たちが言
った人間のようであってはならぬと警告 しておられま

す。「見物人は自ら誇 って尊大であるが，そのつまず く石が大きい

ために，すでにつまずいて倒れている。従 ってかれらはもろもろ

の教会を立てるけれども，神の能力と奇蹟とをすてて自分の知恵

と学問とで教えを宣べ，そして利益を得たり貧 しい者をしいたげ

ようとする．。」（ニーファイ第二書 ２６：２０）

パウロは・世の誇り高ぶる者に関して次のように述べている
。

「生まれながらの人は
，神の御霊の賜物を受けいれない。それ

は稼には愚かなものだからである。また，御霊によって判断され

るべきであるから，彼はそれを理解するととができない。」

（コリント入への第 １の手紙 ２：１４）

「いったい，人間の思いは，その内にある人聞の霊以外に，．だ

れが知 っていようか。それと同じように神の思いも，神の御霊以

外には知るものはない。」（コリント人への第 １の手紙 ２：１１）

偉大な学者でもあった，故ルーベン・クラーク副管長は，
「もしも人が神について学び

，導きを受けたいのなら，心から自

分の知識や実践に対する誇 りを捨てねばならない。なぜそうしなけ

ればならないのだろうか。なぜならどんなに賢い人の知識も，宇宙

の真理と比べたら，大海ＩＤ一滴に過ぎないからである
。人は，謙虚

にイェスを救い主ぞあると告白しなければならない。なぜなら我々

が救われるべき名前は・天下にキ リス ト以外この天の下与えられて

はいないからである」 （「不死不滅の生命への道」４頁）

私 たちは神が創造主であるζとを認める準備をしな くてはなりません
。神は・独 り子イエス ・キリス トを通してまた予言者

を通じて・簡単なことばで神 と人との関係，前世での存在
，なぜこ

の世にいるのか・死後の存在 そして私たちがここで行うことは次

の世の私たちを位置づけるということを語 っておられます
。

私翻 謝 ‘惚畿鴉姿芸乞蒲 繋
いう質問に答えてはくれません。 しか しこれは，イエス ・キ リス ドン

の福音によってはっきりと簡単に答えられております。すなわち，

「もし知恵に不足 している者があれば，神に願い求めるがよい」と。

私たちはこのように準備し・聖の聖句で救い主が言われているよう

な者にならないようにいたしましょう。偽善者たちよ，イザヤがあ

なたがたについて・こういう適切な予言をしている。この民は口先

ではわたしを敬 うが・その心はわたしたちから遠 く離れている。人

間のいましめを教えとして教え，無意味にわたしを拝んでいる。」

（マタイ １５：７～ ９）

これはまことに重要なことであります。主は，私たち揮謙遜であ ・

りイエス ・キリス トの福音を受け入れ，いましめを守らなければな

５

～



．らないと強調しておられます。 もし私たちが祈 りを聞いていただき

そしてそれに答えてもらいたいと願うなら，私たちはすべて真にパ

ウロがローマ人に語ったように言う備えをすべ きであります。わた

しは福音を恥としない。それはユダヤ人をはじめ，ギ リシヤ人にも

すべて信 じる者に救いを得させる神の力である。」

（ローマ人への手紙 １：１６）

ぜある人々が神が祈りを聞くごとも答えるごともおできになな

ることを信 じることができないかについて理解することは難

かしいことです。宇宙飛行士は，地球を離れて一時間に何千マイル

も旅行ができますが，基地からいろいろと導きを受けています。彼
へちは絶えず基地と連絡を保ち指示を受け

，彼 らの行動の導きを受け

て地上に安全に戻 って来ます。

たちが神に対 して誠実であるときに，神が祈 りを聞きごたえ私

てくださる力があるということをどうして疑 うことができま

しょうか／ またサーヴェイヤー３号が，地球から月に送 られて，

こんな器械でさえ地球にいる人間に導かれるということを疑わない

のにどうして私たち．が神に導かれないと言えましょうか／ 器械は

掘れと言われれば掘り，それを止めよと言われればやめ，報告せよ

と命 じられれば報告し，写真を送れと言えば送り，再び掘れと言え

ば掘るなど，指示通りに動いています。

たちは，’宇宙飛行士やサーヴェイ．ヤーと同じに，この地で過私

こすよう神から送られて来たのです。神は私たちに成功を望

んでおられます。祈 りに答えようと身を乗り出しておられます。私

たちが，祈 りによって神 と接 し，命 じられるままに行なうなら，神

のみもとに安全に帰れることを約束 しておられます。

かしなが ら，私たちは祈るとき，主の召しにこたえ，主を認し

めお仕えする準備をしているで しょうか６お互いに許し合う

ように主が望んでおられることに対 してどうこたえているでしょう

か。 「汝らもし人の罪を赦さば，汝 らの天の御父もまた汝らの罪を

赦 したもうべし。 されど，汝 らもし人の罪を赦さずば，汝 らの父も

また汝らの罪を赦したまわじ。」（ニーファイ第三書 １３：１４～１５）

たちはしばしとどまって，自分のおかれた状態を分析 した方私

がよいかも知れません。私たちは，困 っているときの神頼み

ではないでしょうか。 ’「これを祝福 してください。あれを祝福 して

下さい。これを下さい，あれを下さい。またこうして下さい，ああ

して下さい」と主に注文してはいないでしょうか。

たちが正義へと導かれて，最 もよいものを祝福されるよう祈私

っているでしょうか。天父なる神の御旨を行 う望みがあるよ

う，力があるホう，かつ決意があるよう祈 り，常にいまし．めを守る

準備をしているでしょうか。

はいろいろな理由のために祈 ります。恐れのためにひざまず人

きそのためにのみ祈ります。あるいは行き場所のない行きづ

まった状態から逃れるために祈ります。国家は，悲劇に遭遇 したと

き，かんばつのとき，疫病のとき，飢鰻のとき，戦争のとき，それ

らから免かれ，導きがあるよう祈ります。ある人は病いがいやされ

るよう，ある人は強 くなるよう・に祈 ります。あるいは家族に主をお

招きするために，愛する人のために，正 しい努力のため に 祈 りま

す。これらは，主の目にはすべて善 しとされると私は考えます。

しかしながら，私たちの 「受ける」多くの祝福を天父に感謝する

’ことが
，最も重要なことなのです。ある日，私の家族の祈りで，小

さな娘がこう言ったとき深く心を動かされました。

「お父さん，私，もっとたくさんの祝福はいらないと思うわ。主
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は私たちに，とってもよ くして下さいます。だから私たちが受ける ｒ

祝福にふさわしいものであるよう助けてくださいとお祈 りすべきだ

わ」と。

それ以来，私たちは天父に感謝の念をもっと表わすようになり，

主がお与え下さっているものを受けるに価値ある者となるよう導 き

を願っております。多くの祝福に感謝を表わすとき，私たちは主が

私たちのためにしてくださる，すべてのことに関心を払うようにな

り，．もっと深く感謝するようになります。私たちが相互に行なって

いることに対して，互いに感謝の念を表わす ことがどんなに意味が

あるかは，皆さんがよく知っておられます。私たちの先祖は感謝の

ために特別な一日を定めました。その日を忘れている人はいないで

しょうか。私たちはあのルカによる福音書のらい病人のように，お

めおのの感謝の念を主に表わさないという罪を犯しているのではな

いでしょうか。

「そのうちのひとりは，自分がいやされたことを知り，大声で神

をほめたたえながら帰 ってきて，イエスの足もとにひれ伏して感謝

した。これはサマ リヤ人であった。イエスは彼にむかって言われた。

「きよめられたのは十人ではなかったか。ほかの九人はどこにいる

のか。神をほめたたえるために帰 ってきたものは，この他国人のほ

かにはいないのか』 （ルカ １７：１５～１８）

暗殺者の中に，友人ブルータスを認めたシーザーについて，マー

ク ・アン トニーは次のように述べています５

「これこそは残虐無比のきわみ。あの高貴な御方 シーザーが己れ

を突き刺すブルータスを見たとき，謀叛人の腕よりもより強い忘恩

を見たからだ。彼を圧倒し，あれ程に強かった心臓を裂きちぎった

忘恩を」は絶えざる祝福を願い求めるとき，あやまちの許 しを乞 う

とき，正義を望み；力を乞うとき，その多くの祝福に対 して感謝の

気持を表わすように主は期待しておられると思います。

私たちが祈るとき，こたえて下さる主のために最善を尽さなけれ

ばならないというのは 大 切な．ことです。私が幼かった とき，父は

こう言いました。

「もしおまえが祈りにこたえてもらいたいと思 うな ら， 足 を使

い，自分の役割を果たさねばならない」と。

私は，もし私たちがすべて正しい生活をし，神を創造主 として認

め，誠命を守るように一日の祈りをすること．を大統領が国民に呼び

かけたな ら，どんなに効 果 的だろうかとしばしば考えます。 多く

の人々は，神に対する信仰を失い，またある人々は祈 りに答えて下さ

る主の力を疑っています。ある人々は，自分 自身の知識によって信

じ自分たちの力を確信 しております。次の聖句を引用しましょう。

「しかし役人たちの中にも，イエスを信じた者が多かったが，パ

リサイ人ははばかって，告白はしなかった。会堂から追い出される

のを恐れていたのである。彼らは神のほまれよりも，人のほまれを

好んだからである。」（ヨハネ １２：４２～４３）

アメリカ大陸に関して主が警告されたことに注意しましょう。

「ごらん， この土地はす ぐれた土地であるから，この土地を所有

する民はこの地の神に仕えさえすれば，奴隷とならず 自由を奪わ

れず天下のどのような国からもすべて支配を受けることがな．い。

この地の神 とは私たちがすでに記した言葉によって明らかに示さ

れるイエス ・キリス トである。」（イテル書．２＝１２）

この主からの警告によって，私たちは次のような約束を受けます。

「まず神の国と神の義とを求めなさい。そうすれば， これらのも

のは，すべて添えて与えられるであろう。」（マタイ ６；３３）



緊

私たちは， ヨシュアが次に述べたように，言える勇気と決意を持

つべきであります。

「あなたがたの仕．える者を，きょう，選びな．さい。ただし，わた

しとわた しの家とは共に主に仕えます。」（ヨシュア記 ２４：１５）

、 は，両親に子供たちが生ける神の子キリス トに信仰をもつよ王

う教えよと言 っておられます。また主の御前に真直 ぐ歩み，

祈ることを子供たちに理解させるよう望んでおられます。生ける神

に信仰を持ち祈ることを教えられる子供たちが，主の御前に真直 ぐ

歩むようになることは疑いありません。

私は，ひそかに主に祈 ることを教え，家族の祈 りに加わることを

教えて くれた両親にことばであらわし得ない感謝をもって お りま

す。私の母は，膝の上に私をのせて教えながら創造主である天父に

語っていることを感じさせ神が私の行ないや望みや要求に関心をも

っておられることも教えてくれました。そして心か らの 感 謝 を 述

べ，罪の赦しを乞い，正義を行 う力を与えて くれるように祈ること

をも教えられました。生涯を通 して， これは私にとって常に偉大な

力 となってきました。今 日私は，かつて した祈りよりももっと真摯

に，主が私の活動について導き教えて くださるよう，私が行うこと．

がすべて主に受け入れられるものであるようお祈りします。

私たちが朝晩，家族で膝まづき祈ったときのことをふり返 って考

えますと，私たち子供にとって，それは，父が主を呼び求め，実際

に主に話 し，穀物の実 りやすべてのことがらに祝福を求め感謝の念

を表わしているように思われました。それは誘惑のある際には力と

なりました。なぜなら夜主に祈って報告しなければならないことを．

思い出させたからです。

の家庭でも家族の祈 りは家族それぞれを親密にし，父と母のど

間の感情や子供 と両親の感醗 よいものにします。又子供た

ち互いの間も同様です。子供たちが，両親の為に祈る時は，両親に

対する感謝の念を増 し，互いに祈るときはより緊密になり，特に家

族の祈 りにおいても，ひそかな祈 りにおいても，天父に話している

のだということを知 ったなら，ますますその意義は深いものとなり

ます。 このようなときが，私たちの相違を忘れて，他人のことを思

いやり元気に生き，弱点に打ちかつ力を求めるときなのです。天父

なる神のみたまに合わせようとする時に私たちはより善良でありま

しよう。私たちは天父と交わり，御旨を行なう希望を表明しつつ，

祝福を祈 り求めるものです。主は次のように言われています。

「誘惑に陥りて汝の報いを失わざる様に常に祈れ。終 りまで忠実

なれ。さらば見よ，われ汝と共に在 り。．これらの言は，人間の言

にあらず してわれより出でし言なり。すなわち父の御意により，

イエス ・キ リス ト汝の贋い主より出で し言なり。」（教義と聖約

３１：１２～１３）

主はまた次のように言 っていらつ しやいます。

「だから，互に罪を告白し合い，また，いやされるようにお互の

ために祈 りなさい。義人の祈は，大いに力があり，効果のあるも

のである。」（ヤコブ書 ５：１６）私はこの質問に答えようとしば

しば自問致 します。 「なぜあの人々は祈ることを拒絶するのか。

時閥がないと感 じているためだろうか」と。

噺

ある日一入の父親が，問題のある年上の息子のことで，私のとこ

ろにやって来たことを思い出します。．その子はよい子で したが父親

は彼をもてあましていました。私はその父親に家庭で家族の祈りを

定期的に行なっているかどうか尋ねま’した。彼の答えは，「ええと，

いつもはやっておりません。 ときどきです。忙が しすぎるんです。

別々の時間に仕事に出かけてしまうものですから。一緒に祈ること

はとても難かしいことなのですよ」

は尋ねました。あなたは息子さんが病気で死にそうだとした私

ら，よくなるように毎朝毎晩祈りませんか」

彼は言いました。

「もちろん祈 ります。どうしてです」

死ぬということとは別に，今度はその子が道に迷ったらというこ

とで彼に説明しようとしました。私はまたともに祈り，いっしょに

いるとき，家族は安らぎを感 じ，互いに愛をもつようになることを

説明しました。次の質問は， 「彼らはひとりでやっていける程に，

独立心が強 く，利 こうですか。又神を求めることを恥ずかしいこと

だと考えていますか。それが弱さのあらわれだと思っていますか。

神を信ぜず∫信仰を持ってはいないのですか，多くの祝福を感謝 し

ないので しょうか」と。祈ることに価値をみとめていない人は自分

の弱点をみとめ，遺憾の意を表わし，悔い改め，正義を行 うよう約

束 し，祈って導きを受けるべきです。

方法を知らないために祈らない人がいるでしょうか。もしそうな

ら私はおすすめ します。ひそかに天父なる神のところへ 行 きな さ

い。全心を神に注ぎなさい。いつも祈 りなさい。そうすればあなた

は安らぎを得 神 と交わることによって平安を得るでしょう。あな

たがしなければならないことは，自分の感情を表わすことです。そ

れを主が理解なさるがちです。主は私たちをいつも御許に来るよう

招いておられ，私たちの願いを聞くと約束 しておられます。古代の

予言者，モロナイは，モルモン経について次のように述べています。

「またこの記録を受ける時，それが真実なものかどうかをキ リス

トの御名によって永遠の父なる神に問え。もし誠心誠意でその上

キ リス トを信 じなが ら問うな らば，神は聖霊の力によってこの記

録が確なものであることを，あなたたちに示したもうにちがいな

い。そして聖霊の力によつて一切の事の真実であるかどうかがあ

なたたちに解る。」（モロナイ書 １０：４～５）

し私たちが悔い改め主の．もとへ行 くならば，この約束は私たも

ちすべてに適用できます。主は聞くことがおできになり，祈

りに答えて くださることを知ってください。私たちは神の子供であ

り，主は変わらずに私たちに関心を持 っていて下さることをすべて

の人々が知 るべきです。神は，正 しい者の祈 りにこたえ，熱心に求

める人々に答えを下さるのです。 ウ

れがあなたたちに対する私の証です。私たちが自ら謙遜であこ

り祈 りによって主を熱心に探し求めることができま す よ う

に，主の御前に正 しく歩むことができますように，また私たちが不 ・

死不滅と永遠の生命へと導かれ歩むことが出来ますように，私は心

から謙遜にイエス ・キリス トの御名によってお祈 りいたします。ア

ーメン。
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が管理された最初の聖餐会を想い起 して下さい。この
主 会
の前に，救い主は今やわずか数時間後に激 しい苦痛

と犠牲が訪れることを知っておいでになりました。そこで主 ，

は，非常に深 く愛 してお られる，三年間主の御業のために労

を共にして くれ た人々をみそばにお集めになりました。その

中の一人はすでに主の生命を売 り，他の者たちは 「今夜あな

たがたは皆わたしにつまず くであろう」（マタイ２６：３１）と主

が述べられた通 りになることをたとえ知ってお られても， こ

のおだやかな最後の時を主は彼 らと共にすごしたいとお思い

になりました。主がその夜とそれに引続いてなさろうとして

いたことは，彼 らにはす ぐには理解のできないものでありま

した。けれども主はその犠牲が彼 らにどんな影響をおよぼす

か，この地に生まれてきた人々， これか ら生まれるあらゆる

人々にどんな影響をおよぼすかを知っておられたのです。そ

こで救い主は間もなく起ろうとしている出来事を，厳粛に定

期的に使徒や教会のあらゆる人々に想い起 させるために初め

て聖餐をしておみせになり書した。それはきわめて神聖な儀

式なので主御自身がお定めになり，救い主は最初の聖餐会で

自ら聖餐を準備され祝福されたのであります。

タイはこの出来事を次のように記 しています。
マ
「イエスはパンを取 り，祝福してこれをさき，弟子た

ちに与えて言われた，「とって食べよ，これはわたし のか

らだである。また杯を取 り，感謝して彼 らに与えて言われ

た，「みな，この杯か ら飲め。 これは罪のゆるしを得 させ

るようにと，多くの人のために流すわたしの契約の血であ

る。」（マタ！ｆ２６：２６～２８）

日この儀式は回復され，救い主 は神権保持者にこの神今

聖な聖餐 （しるし）の祝福を代行する権威をお与えに

なりました。 この神権時代において若い人たちは聖餐に関し

て救い主がなさったと同 じ働きをしているのであり，神聖な

責任 と信任を身に受けているのであります。

の責任をお持ちの若いかたがた，あなたがたは救い主
こ
がなさったと文字通 り同じ働きをしているという思い

をもって，聖餐を準備 し，執行 しパスしておりますか。執事

のかたがた，あなたがたは聖餐会を通 して，敬虞さを保 ち，

８



威厳と畏敬の念をもって聖餐をパスしておりますか。教師で

あるかたがたは会壷始めるに先だって，聖餐の準 備 が充 分

に，そして敏速になされるように関心を払っておりますか，

また祭司であるかたがたは集まったすべての人々に代って，

この神聖な聖餐 （しるし）の祝福をす．る時にその厳粛な祈 り

の中で天父に呼びかけながら，その特別な責任を感 じてお り

ますか。

餐会の責任は聖餐台や礼拝堂だけに限 られているもの聖

ではなく生活のあらゆる時に行きとどいていなければ

なりません。人は聖餐会に参加する価値がなければならない

だけでなく，神権保持者はこの聖なる儀式に参加する以前か

らこれに価するものでなければなりません。マッケイ大管長

は全教会大会で，全神権者に呼びかけ，聖餐に関 して次のよ

うに述べ られました。「私はこの聖なる儀式が，より強 い畏

敬の念に包まれ，完全な秩序があり，神の宮居に来 る方 々

が，めい想 し静かな祈りの念をもって神の恵みに感謝を表わ

されますように強 く望むものであります。聖餐がこの聖なる

儀式に出席するに適わしい青少年によつてのみとり行われ，

彼 らと会衆にその意味が充分に理解され，畏敬の念をもって

行われているかに注意を払 うのは，あなたがた監督のつとめ

であります。」

たちの予言者のこれらの言葉から，主は聖餐が正しく
私 行われ

ているかを見守っておられ，それを聖なる特権．

と見ておられることが明らかであります。神権をお持 ちの若

い人 々にはそれぞれこの儀式に参加するに価する生活をする

責任があります。監督はこれ ら若い人たちの価値を毎週判断

されて， アロン神権定員会会長会に責任を頼む必要がありま

す。

餐会はすばらしい神聖な儀式であって，単 にパンと水
聖 ヒ ュ

をくばって歩 く会ではありません。それは神権の本来

の職務をはたす会であり，その意味でそれは重大な責任を想

い起 させるものであります。旧約聖書にはウジアという人に

ついて語 られています。ウジアは契約の箱におさめられた聖

なる物を指示に従わずに無造作にあつかったために，撃たれ

て死んだのであります。今 日で も神権者が聖餐会の神聖な性

格を理解 しないでいることはちようど同 じ重大な罪を犯 して

いることになります。聖餐会の神聖さをよりよく理解するた

めにその意味をもう少 しくわ しく調べてみましよう。

に述べたよ２にイエスが初めて聖餐会をしておみせに
先
なったすぐ後で，主はゲ ッセマネの園と呼ばれる小さ

管理監督会のページ

な木立に行かれて，私たちのために最 も大いなる犠牲をお始

めになりました。その園で救主は十字架につけられ，墓から

よみがえり，すべての人間に復活をもたらし，悔改あとバプ

テス々を通 して罪による霊の死から逃れる道を備えられまし

た。主がなさったことをすべて心に描 くことは困難でありま

すが，その大いなる犠牲がなかったなら，人生には希望 も目

的 もないでありま しよう。さらにその苦痛と犠牲を理解する

ために主御自身の言葉を読みましよう。

よ，われは神なるに，人 もし悔い改むるならばこの苦「
見
しみを受けざらんがために，すべての者に代 りてこの

苦 しみをわが身に受けた り。 されど，人 もし悔い改めずば

誠にわれと同じ苦 しみを受けざるべからず。その苦 しみた

るや，われ神，すなわちすべての中最 も大いなる者なりと

いえども痛苦のたあに身をふるわせ１あらゆる毛の孔より

血を湧かせ，身と霊 と両つながら苦 しめ，’すなわちこの苦

きさかずきより呑まずしてしりごみするも可ならんことを

欲 した り。然はあれども，父なる神は讃むべきかな，、され

ばわれはこの苦しみをなめ，人の子 らの為に準備を為し終

りた り。」（教義 と聖約１９：１６～１９）

たちが聖餐をうける時に，主が私たちのためになさっ
私
て くださったζの偉大な働きをまず第一に心にとめな

ければなりません。

餐会により教会の会員たちは，自らの生活に注目し，聖

さらによい生活を営むよう決意を新たにするのであり

ます。マ ッケイ大管長は聖餐を受けることについて次のよう

に言われました。「若 し次の日曜日に聖餐を受ける会員 一 人

・一人がその儀式で交わされる契約の真意を感 じて へ り くだ

り，喜んで御子の御名を受け，真のクリスチャンであること

を誇 りに思い，家庭にあって も，仕事においても，社会にあ

っても，常に主を忘れずに主が与えられた誠命を 守 る な ら

ば，この教会はどんなにか強 くなることでしよう。またその

祝福がどんなにかわかりやす く，聖日に交わす契約の意味が

どんなに深 くなることでしよう」。

餐をとり行 う責任を持っているアロン神権者の若いか
聖
たがた，あなたがたはその意味とその神聖 さと， この

真に大いなる恵みをもたらす聖なる責任について学んで下さ

いますように。
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最 も 素 晴 ら し い も の
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るディナーパーテイで，私は一人の男の方の横にすわ
あ りまし

た。私たちはいろいろの話題にっいて非常に楽

しく話 し合いました。

夕食の終りになって，彼は人生でも．っとも素晴 らしいもの

は何かにっいて話し合いたいと言いました。彼 はハイキング

やキヤンプで家族と共に得た楽 しい想い出について話しまし

た。

「ひんや りした夜山の上ぞ，涼 しい風をここちよく肌に感

じながら，家族と一緒にすんだ輝 く星空をながめるなんて最

もすばらしいことですよ。」 と彼はいすによりかかって満足

気にほほえみながら言いました。

「ねえ，．そうだと思いませんか，他にもっと素晴らしいこ

とがあるで しようか」

１０

は，「た しかにそうですね けれ ども私 が最 もす ば らし

私
いと思 ってい ることをお話 しす ることはで きますわ」

と私 は言い ま した。

「それはお聞 き したい ものですね」彼 は興味 を示 して言い

ま した。

れは カ リフオニアの ロングビーチに移 った直後 の こと

こ
で した。私 の夫 のチャー リイは海軍士官 で， その とき

は船 に乗 っていま した。 ある朝，買物 に行 くために，二人 の

子供 に着物を着せています と， ドアを ノックす る音が しま し

た。私 は， これ とい って ロングビーチには知人 もいませんの

で，急 いで行 くこともせず赤 ん坊 に着物 を着せてい ま した。

私 はサ リーに靴 をはかせ るの に手間 どってお りま した。す る

と再 び ノックがきこえま した。私 は少 しい らい らしなが ら，



子供に靴をはかせるのをやあて ドアのところへ行 きました。

そこには二人の若い男の人が立っていました。

「はい」と私はそっけない声で答えました。彼 らは親 し気

に挨拶を交わ し，モルモン教会について知っているかと尋ね

ました。私が何も言わずにいますと， もっと知 りたいですか

と今度は聞いて来ました。

がもっと知りたいかですって。モルモン教会のことを
私 考える

のにわずか一分だって今までに費したことなん

かないわ。興味も持 っていないものにどうしてもっと知 りた

いと思 うことなんかありますか？ 私はこう言おうとしまし

た。でも何かが私をとどめました。

若人のページ．

なが ら去 って行 きま した。私 はほほえまざ るを得 ませ んで し

た。 なぜ彼 らは あんなに幸福 そ うで熱意 にあふれて いるのだ

ろう， あん なに若いのに， と考 えま した。 で ももしあの人た

ちだ って， 家庭を持 ち， ４人 の子供が いて，船 に乗 ってい る

夫がい 牟 らそんなにいつ もほほ斥んで はい られないわ。

の朝， もう二三分 でモルモン教会の若い人 が来 るはず

次 にな ６
ている ことに気がつ くと，す っか りい らい らし

て しま って， ほほえみ もふ っとんで しまいま した。 それ まで

す っか り忘 れて いた のです。ですか ら彼 らもす っか り忘 れて

くれていた らなあと思い ま した。子供 たちは静 かで， よい朝

で した。 ．

ウぶ　　 　

　嚢 ．罎畷
騨 撚織

雛 ｝㌔曝 裏諦ｆ・轍

環

譲 轍 隔
灘鞭
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鍵
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昏

「ええ と
，少 しだ け知 りたい とは思 いますけれ ど一…」

私 は気 のない返答を しま した。

ｒ 「いつに しま しようか」

若 い一人が言いま した。

おや おや，す っか りわなにかけ られ たわ， ど うして「ノー」

と言 わなか ったんで しょう。

「そ うですね
。近 い うちに……」

私 は投 げや りにこう言いま した。

「明 日はいかがで しょう」

わなだ ！私はす っか りわなにかかって しまった。 と思 いま

．した。 そ していつの間にかその時 間に同意 していたのです。

彼 らは私の名前 を書 きとめ，強 く私 の手を握 ると， ほほえみ

ン／ トン／

ト
いいえ，彼 らは忘 れてはいませんで した。 に っこりほ

ほえんで，聖 典や他 の ものを もって立 っていま した。私 もつ

い ほほえんで・しまいま した。数分後 に，私た ちは友 だち同瀞

の ように話 していま した。彼 らはジ ョセフ ・ス ミス と初期 の

教会にっいて話 しま した。 それ はみ な興味あ るお話 で した。

しか し数 分 もたつとそれは終 わ って しまい，若い宣教師 たち

は道具を片付け，聖書 をと じは じめま した。

「もう終 わ りですか
」

．私 はが
っか りレて聞きま した。

「ええ
， お しまいです」

一人 がほほえみなが ら言 いま した
。私 は本 当にが っか りし

１１
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若人のページ

ま した。 この新 しい宗教 を もっともっ と知 りたい と思 ったか

らです。

「私 たちは
， も しあなたが望まれ るので した ら， またや っ

て来て他 の問題 についてお話 す ることもできま寸」

「できます の」

ああ， なんてすば らしい ことぞ し ょう。 「いつですか」

「火曜 日はいかがで し ょう」

それ はい い。今度は忘れないよ うに しま しょう。 もう待て
ね 　 ノ の

ないわ。私はそう思いました。

曜日が来ま した。宣教師たちは他の興味あるレッスン火

をして くれました。私は， モルモン教が一田や二 日で

討論 し，かたずけて しまうことのできない問題であることを

理解 し始めてお りま した。私は今 も彼 らが私にくださったモ

ルモン経やパンフレットを持っております。私は熱心にパン

フレットを読み，モルモン経を読み始めました。

番目の討論に入ったとき，私は知恵の言葉を守って生

活できるか尋ね られま した。私はコーヒーとお茶をや

めなくてはならなかったのですが，なかなかその気になれま

せんでした。宣教師は，一週間だけ先ずやめるようにすすめ

てくださいました』その間，私は正しいことができるよう天

父なる神様にお祈 りしま した。次の朝，私は台所に行き，い

つも飲むコーヒーの代 りに ミルクを飲みました。私には疑い

なく正 しいことをしているという気持がありました。 このよ

うなときに，教会か ら一人の女性が来て，次の日，彼女 と一

緒に扶助協会に出席するよう私を招待 して下さいました。そ

の日は，新年の親睦会で，昼食も出され子供の世話 もしてく

れました。私はその婦人に関心を持ちま した。彼女は宣教師

のように希望に満ち，魅力的で，にこやかで，誠実そうに見

えました。 これらモルモンたちに 「ノー」と言うのは不可能

でした。

は扶助協会に行 き，そこで見たことに，より強い印象
私 を受けました

。 このように多 くの親 し気で愛 らしい女

性に会ったことはありませんでした。そこには何かがあり，

以前感 じられなかった平和 と落着きが私の心にふれました。

興奮と満足感の入りまじった気持で 「これこそ私の属すべき

ところだわ」と思いました５

宣教師は引続きやってきて，時々レッスンをし，また時々訪

問をして私の興味ある数々の質問に答えて くださいま した。

教会か らはまたしばしば例の婦人がや って来そ私たちはよい

お友だちになりました。私たちは二人共縫い物，料理，手芸な

１２

ぐ

どが好 きで，多くの興味が同 じであることがわかりました。

私はかつて知ったどんなグループの人々よりも，モル今

モンを賞讃 し，尊敬 します。宣教師は，教えてくれた

ことについて祈るよう私に望みました。私はそう し ま した

が，始めのうち祈 ることは私にとって難かしいことでした。

モルモンの人々と楽しく交わっているとき，私は彼 らみんな

が持っていると思われるあの内面の充足感を得たいと思いそ

の教義を信じたいと思いなが らも，．だんだん勇気がなくなっ

て行きました。

る日私の祈りに対する答えが訪れました。宣教師は，
あ 私
のためにある事柄について非常に熱心に祈っていま

した。彼 らの真心と誠意は非常に私の心をうち，私は突如と

して，彼 らが語 ったすべてのことが真実であることを理解 し

ました。キリス トはこの地に教会を回復 し，それが今 日存在

していること，ジョセブ・ス ミスが神の予言者であったこと，

モルモン経が神のみ言葉であること。この知識がもた らすよ

ろこびは大きいので，私は涙の出るようなよろこびを感じま

した。そして私のかつての自我は，愛とよろこびによって運

びさられて しまったように思えました。

末日聖徒イエス ・キ リス ト教会にバプテスマを受けて入っ

てから数ケ月たちました。改宗の日に感 じたすばらしいよろ

こびは，そのままでなく， 日に日に増 しております。世界は

変わったように感 じますが，それは最初見ていたときと同 じ

なのかも知れません。周囲の美に目を開き始めたとき，私は

父なる神様の圧倒されんばかりの豊かな愛に満たされている

のに気づきました。小さな昆虫のきらめく翼や，星の澄んだ

輝 きは，私を楽 しませるためにそこにおかれているように見

えます。私の家庭でのひとつひとつの仕事は，祝福であり私

に与えられている信頼のしるしであります。毎 日が生き生き

どして，楽しくなりました。

人の宣教師は転勤 しました。私は心からの愛 と感謝で

彼 らをいつもおもいだします。彼 らは私にすばらしい

贈物を下 さいました。それを分け与えることが，彼 らへの感

謝をあ らわすことになるのだと思います。私の夫のチャーリ

ィは，まだ会員ではありませんが彼は間もなくそうなると思

います。今，夫は，私が以前に宣教師にしたと同じような質

問をしてきます。

「福音こそ，私の人生で最 もすばらしいものです」と私は，

その夜のデイナーパーティで隣 りにすわった男の方に話 しま

した。また私はお会いするすべての人々にそう話 します。
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り ま で 耐 え 忍 ぶ 者 ．

ベ ル Ｓ．スパ ッフ ォー ド

エ９６２年 ９月２７日 扶助協会年次大会での演説

「競争は速い者のためでもなく，強い者の戦 うためでもない。た

だ終わりまで耐え忍ぶ者のためである」 というこの金言を真実であ

ると言うことができましょう。

「耐え忍ぶ」ことは，よわることなく力尽きることなく同じ状態

を持続することであります。敗北することな く苦しみや困難や失意

や辛苦にあっても力をもち続けることであります。．

史は実現された目標や，勝 ち抜いた 戦いに 満ちてはいます歴

が， これらは輝かしい出発をした人々や，最初から優勢に立

った人々によって作 られたのではなく，．確固として持場につき，困

難に打ちかとうと苦悩 し，絶えざる努力を重ねた人々によってもた

されたのであります。

典は，キリス トの福音を受け入れ，終わりまで耐え忍ぶ人々聖

に金ではかることのできない祝福を約束しております。この

ことに関して聖典を一度だけではなく，幾度となく読むべきであり

ましょう。 この訓戒 と祝福に関する聖句のひとつに次のようなもの

があります。

「もし汝わが誠命を守 り終りまで忍ぶならば，永遠の生 命 を得

ん。これ神のあらゆる賜の中最大なるものなり。」

（教義と聖約 １４：７）

＿ 還の生命はその名にふさわしいすべての末 日聖徒が得たいと
水 乞い願

っている価値ある贈物であります。困苦 と試練に満ち

た錯そうした世界にあって，人間としての弱さと不完全さをもって

いる私たちにとって，生涯を耐え忍ぶことはいつも容易ではありま

せん。確かな信仰と強固な信念と堅実な人格を求めましょう。誤ま

った態度が少 しつつ増して心に感じることなしに神の御旨にさから

うようになることによって誤ちはもたらされます。そして残念なこ

とですが私たちは，このようなことが自分の生活に影響を及ぼして

いることを気付かずにこの誤ちを正当化しようとします。

もしろい経験について述べたいと思います。みなさまの多 くお

が御存知のように，特別な状況にあって，年老いた姉妹たち

を看護 し彼女たちに住むべき家を準備するようにと扶助協会は，兄

弟たちか ら責任と権能を与えられております。ある日，私はこのよ

うな扶助協会に行ってみました。会員たちは７５才から９０才にまで及

んでいました。彼女たちは歩 くこともでき，明るい心をもち，扶助

協会に対 して熱心でした。 レッスンは教義と聖約からで，そのあと

証詞会が行われました。その姉妹たちは，レッスンの討論に活発に

参加 しておりました。その内容は，その人々の豊かな人生経験とと

もに，福音の教えるところにすっかり融和しており，教会の教義に

感化されたものでありました。それは素晴らしい会合でした。間も

な く証詞を述べる時がきました。話をされる一人一人が次々に終わ

りまで耐え忍ぶことができるよう祈 りました。．レッスンの討論によ

って福音に対する彼女たちの深い理解をま．のあたりにみて，私は人

生の最後にあたって，ほとんどの人々がなぜ終わりまで耐えられる

ように祈 らなければならないのだろうかと考えさせ られました二そ

してこう思ったのです。彼女たちは，確かにすでに自らを証詞して

いるのだと。

かし間もなく，彼女たちの幾人か．と個人的にお話しして私はし

彼女たちがとがめを受けなければならない人たちであること

に気付いたのです。といいますのは，彼女たちは，年令や生活の状

態のために福音の律法に従うことができないと．いうことを弁解しが

ちであったからです。

私が彼女たちとお話 しした内容のいくつかは次のようなことでし

た。

人の姉妹はこのように言いました。 「扶助協会と同様に， こ

の家で聖餐会をしておりますが，私は聖餐会には全然行 った

ことがありません。なにしろ年をとりすぎていますから」と。私は

「あなたは聖餐に与 りたいとはお思いになりませんか」とたずねま

１３
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扶助協会

した。 「いいえ，．私の年になってそんなこと老えません」 と，その

姉妹は無雑作に答えました。

も齢 籍 凝識 す１私鰭 ㍊ 牢雰鵠 ；
す。私はお金を使う人が一人もいなくて自分一人だけで使 うのです

か ら。家族は私のお金が必要ではありませんし，私はもうお金のか

かるようなことを他の人々にしてあげることには興 味 が あり．ませ

ん。什分の一だって払いません。主はこんな年の私にそれを望んで

おられるなんて思えませんから」と。

湘灘蹴緊屋蒙欝 搬鰺二詮雛離
は違いますからね，もうやめうといわれたって一…。私はお茶を飲

むのをやめられませんね」と言いました。

たある姉妹は， ドアのむ こうにくつ音がした時 「私の娘でなま

けりゃいいんだが。娘は訪問しなければいろいろ言われるも

んだから，それがこわくって来たんですよ。娘は私に愛なんか全然

持ち合わせていませんよ。私だって彼女に愛なんかありま せ ん し

ね」と言いました。さらに次のようなことを言った人もおります。

「私は毎月だんだん衰弱 して行 くようで，苦しみながら生．きていま

す。私は長老たちにいや しの儀式をしてもらいましたが，もうそん

なこと決 して信 じません」と。

餐会に出席 し，聖餐に与ること，聖約を新らたにすること，聖

什分の一を払うこと，知恵の言葉を守ること，家庭を愛する

こと，神権を行使すること一 これら福音のすべての基本的な律法

一 は
，正当化 しようという感情からこれらの姉妹たちによって放

棄 されてしまったのです。けれども彼女たちは，熱心に終わりまで

耐え忍ぶ ごとができるようにと祈っているのです。

＿ のような姉妹たちやその環境に対して私たちは深く同情し，
一
その行ないについても理解すべきではありますが，私たちは

断固とした心で，彼女たちが神の律法を守っていないことに気づか

なければなりません。．私は次のように問わざるを得ません。 「神は

誠命を守るに関して隠居の年を定め られたで しょうか」

が無関心をつの らせるのは，このような年代だけとは限りま人

せん。若い年代にあっても，誠命を破り，正義を守る勇気を

もたず，大切だとわかりなが らも律法に不従順であり，教会の教え

に不忠実なのを正当化 しようとしている人々がおります。社会の圧

力や流行の誘惑，自分を高あたいと思いなが らも人を導 く光 をもと

うとせずに他の人と同じでいたいと願 うこと。逆境，満たされない

期待，失望，これらすべては時に人に重 くおおいかぶさり，弱さに

とどまらせて，悪魔が入りこもうとする ドアを開けているのです。’

々私たちは感情の面で教会の教えに反する態度をとることが時

あります。 「正 しくないことはわかっている。 しか しそれを

やろうとは思わない。一度や二度はたいしたことはないんだ」と。

しかしながら一度や二度が間もなくしばしばやることになり，遂に

はそのような態度が習慣にまでなってしまうのです。また，ひとつ

の点を弱めると他のひとつも容易に弱くなるものなのです。．私 はう

かがいたいと思います。

「聖餐会に定期的に出席しない人々にとって，安息 日を聖 日とし

て保つことが容易｝と考えられるでしようか」。

＿ のように，誤ちは私たちの生活にそっと忍び込みます。終わ
一 りまで耐え忍ぶ人々に約束された祝福は危険に陥

って．い ま

す。では，私たちはどのようにして真すぐな狭い道から私たちを遠ざ

１４

けて落し穴へ導 くものを避．けることができるでしょうか。また私た

ちは終わりまで耐え忍ぶ力をどのようにして得ることができるで し

ようか。

ず，人の能力を伸ばしよい機会を与える教会活動に休まずに先

参加することを提案したいと思います。

私は，誠命を守ることによって約束された祝福を心にとめて聖典

の研究をすることをおすすめしたいと思います。知恵の言葉に忠実

な人々に対する主の約束が，教義と聖約の８９章に述べ られてありま

すが，これ以上に望ましいものが他にあるでしょうか。

「およそこれ らの言葉を憶えて守 り且つ行い， この誠命に従 って

歩むすべての聖徒らは，そのへそに健康を受けその骨に髄 を受 け

ん。また知恵と知識の大いなる宝まことに秘れたる宝を見出さん。

而 して走れども疲れず，歩けども気を失うことなからん。主なるわ

れ彼らに一つの約束を与う。すなわち，さつ りくの天使はイスラエ

ルの小児たちが如く，彼 らを過ぎ越 して屠ることなかるべ し。」

（教ｉ義と聖約 ８９：１８～２１）

マラキ書に見 られる什分の一を支払 う人々についての約束を考え

て ください。

わたしの宮に食物のあるように什分の一全部をわたしの倉に携え

てきなさい。これをもってわたしを試みわたしが天の窓を開いてあ

ふる．る恵みを，あなたがたに注 ぐか否かを見なさいと万軍の主は言

われる。 （マラキ書 １０：３）

個人的な体験を通じて確信することの必要な人々は，アルマのこ

とばを心にとめて下さい。

「しかし，あなたたちがもし目をさましてふるい立ち，その能力

をつくして少しなりとも信 じながら私の言葉を実際にため してみる

ならば，たとえ信じようとする望みを起すだけでもよい。 しかし，

私の言葉の一部分でも受け入れるほどの信 仰 ができるようになる

まで，この望みを育ててゆけ。」（アルマ書 ３２：２７）．

は霊的な強靱さは聖餐を受けることによって，しかもそれに私

価値をみとめて与ることによってもたらされることを知って

いただきたいと思います。主が要求 されている会合一聖餐会一に出

席するとき，これを覚えてください。私たちの心を生活の逆境にと

どめるよりも祝福にむけるほうが，よいことではないで しょうか。

主が知恵をもって否定の答をくださっておられたかも知れない祈 り

を思い起 して下さい。

人的事情のために神の誠命に不従順であることを正当化する個

ようなことはやめましょう。

また強さは実践によって増し，主は断食 と祈 りによって熱心に助

けを求める人々を助けられるということを忘れないようにしましょ

う。

人生の苦難や困苦にめげず，信仰をもって耐え忍ぶとき，成功が

あり障害にうちかつことができ，天父の律法に信頼 し従順であるこ

とができるのです。

書はヤコブの息子ヨセブの感銘深い例を示 しております。 ヨ聖

セブは父が老年になってから生まれた子供でありました。彼

は兄弟たちのいつわりにあってついにエジプ トのポテパルの屋敷に

住みました。父の命令をうけて兄弟が憎しみに燃えて彼を追放 しよ

うと決めた恐ろしい敵であることを気づかずに，兄弟の寛容さと愛

をもって彼 らのところへ行 く少年のことを思い起 して下 さい。

聖書評釈は，次のように述べております。



Ｌ」

扶助協会

なる羨望または父の愛の不公平なことが，血迷った憎 しみの単

纐 にまで彼 らを轍 したと考える。と１ま祠 能である． 。

セブに対する彼 らの憎悪は， ヨセブの行ないや人格の優れているこ

とが彼 らの目には非難 としか うつらなかった結果 としての嫌悪から

生み出されたものである。

ジプ ト王家の偶像崇拝主義者の中にあって， この少年は奇妙
工
な周囲の状況と争わなければなりませんでした。父ヤコブか

ら離れたとはいえ， ヨセブは天父と離れてはおりませんでした。彼

は神に忠実であり熱心に仕え，その戒めを守りました。そしてその

ことは時々彼にこの世の利益をもたらしたのです。 しかしながらそ

れは彼に極度の苦痛 入獄さえもたらしました。

（創世記 ４１：１４）

か し主は彼の信仰の故に生涯を通してヨセ７を祝福 し彼を通し

してその父の家をも祝福なさいました。ポテパルの妻が男性

に対する最も不名誉なことを強いたときに，彼女へのヨセブのいさ

めのことばにはその道を妨げるすべての悪に対する彼の態度がはっ

きり．と現われております。 「どうしてわたしはこの大きな悪をおこ

なって，神に罪を犯すことができましょう」 （創世記 ３９：９）

セブはエジプ トのつかさに昇進 して８０才まで生き，主の戒め
ヨ を守

る入々に彼の信仰の証詞を示 しつづけ，主の確かな約束

を説きつづけたのであります。彼の全生涯は良識と正義の行為に支

えられた正しいはたらきを示 しております。

約聖書の中で，私たちはパウロについて学びます。最初はク新

リスチャンの迫害者であり，後にキ リス トの献身的な従者と

な り，教師として，宣教師として，使徒 として働 らきましたが，晩

年にあたり自信を持って次のように述べております。

「わたしは戦いをりっぱに戦いぬき走る琴き行程を走 りつ くし，

信仰を守りとおした。今や義の冠がわたしを待っているばかりであ

る。かの日には，公平な審判者である主が，それを授けて下さるで

あろう。わたしばかりではなく，主の出現を心か ら待ち望んでいた

．すべての人にも授けて下さるであろう」（テモテ後書 ４：７～８）

ルモン経は，終わりまで耐えて信仰を守 り抜いた人について
モ 多 くの優れた例を示し

ております。 リーハイ，ヤコブ，モル

モン，イノス，アビナダイやその他の人々の忠実さ故にレーマン人

のために主が彼 らと契約をなさったのを見ることができます。アビ

ナダイについて述べましょう。アビナダ．イは，ニーフアイ人の予言

者で，罪悪のためにノア王の民の邪悪さを叱責しようと主がニーフ

ァイ ・リーハイの地に起こした人でした。彼はあまりにも激しく叱

責 したために牢獄に入れられ，よこしまな祭司たちは彼を殺すよう

に主張しました。

こで祭司 らが立 ってアビナダイを捕えようとしたが，アビナそ

ダイは祭司らを防いで言 った。 「私にさわるな。もし私に手

をかけるならば神が必ずあなたらをうち破 りたもうであろう。私は

主が私をつかわして伝えさせようと思いたもうた使命をまだ果して

いない。またあなたらが私に説明をせよと言ったこともまだ説明し

ていない。それで神は私が今亡びるのを許 したまわないのである。」

（モーサヤ書 １３：２～ ３）

＿ の聖句は，聖なる力によって守 られているアビナダイを殺す
一
ことができなかったことを物語 っています。アビナダイは，

謙遜に，次のようなことばで主の御業への完全な信頼をあらわした

のであります。

「しかし私は自分の使命を果そう。それから私が救われるならば

自分の行末については何の心がかりもないのである。」

（モーサヤ書 １３：９）

殉教 もいとわない忠実さをもって終わりまで耐え忍ぶ者が確かに

救われるという約束はアビナダイの祝福でありました。

このことばはまた，大きな，試練や困難に直面 したときに耐え忍

ぶ力をもち続ける人々の例をあらわ しています。私たちは男性と同

様に女性にもこのような優れた模範を思い浮べることができます。

それはあるいは素朴で飾 らない心をもつ女性や傑出した才能をもっ

て働いている女性でありました。

つ もこのような忠実な人々の魂を模範として心にとめて生活

い しまし
ょう。それは過去の想像の産物ではありません。それ

は実に生きている人間の世の出来事であり，その世は私たちの世と

同じでありました。忠実さを保持する人々の間にいるよう努めまし

ょう。誘惑に抗することは実に困難であり，困難に打ち勝ち信仰を

強 くすることは容易なことではありません。 ζの頽廃的な世の中に

あって肉体を楽しませ悪に落込むことは容易であります。間違いを

正当化する人間の弱さを避けて，しかもそれを持続することは容易

ではあ りません。しかしこれは，終わりまで耐え忍ぶ者に主が与え

られる約束の祝福を自分のよろこびとするためにどうしてもしなく

てはならないことであります。そして私たちにはそれが出来るので

す。

れはなんと素晴 らしいことで しょうか。もし私たちそれぞれそ

がパウロの人生の終わりに述べたように言うことができたと

したら， この世はなんと良いものでありましょう。すなわち，．「私

は走るべ．き行程を走 りつ くし信仰を守りとおした」と。

このような終わりに向か って私たちが熱心に働 くことができます

ように私は心からお祈 り申し上げます。

ウ

も
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名な英国の心理学者が，文明社会において多くの人々は，生有

きている限り，何かを学び続けるものだと述べたことがあり

ます。これはおおむね正 しいことのように思われます。 しかし私た

ちのほとんどは，宗教を含むどんな分野においても系統だった研究

を行おうとしないことは明らかであります。人が勉強 しはじめたと

いうようなことを聞 くと私たちは勇気を得ます。 フエニックス市に

住むある主婦は，子供たちみんなをきちんと養育 し終わると，教職

免許をとるために，また大学に戻 りました。カ リフォルニア高校の

女生徒は，すでにＡとＢをもっているのに，オールＡをとるために

非常な勉強をしました。オレゴン州のあるセールスマンは，職業上

の地位を向上させるために大学に籍を置きました。カリ：ｚオルニア

に住む父親は，福音を学ぶためにセミナリーの教室で自分の娘の後

に坐 って勉強 し始めました。ユタのある鉄工員は， 「私 は４５歳 だ

が， 日頃得たいと思っていた学位を得るためにまだまだ 勉 強 で き

る。どのくらい長 くかかるかわからないが，学位を受けたい。だか

ら今年の秋には入学するつもりです」と言っています。 これらの人

々は，それぞれの理由で，勉強しようと決心 しました。彼 らが得る

成果は，学習のやり方が効果的であるかどうかにかかっています。

学習とは何か ？

学習は他の活動とどのようにちがうのでしょう。辞書では次のよ ‘

うに定義しています。
．Ｌ

２．

３．

４．

５．

学

知識を獲得するために精神を用いる行為

厳密な探求

厳密な思考

知識への意欲

自らの努力で知識を獲得すること。

習と他の活動 （例えば，読書）とのちがいは，それにかたむ

ける努力の程度にあるように私は思います。ジョンＡ ・ウイ

ッツオーは，他の分野と同様，宗教においても続けて勉強する厳 し

い努力が必要なことについて述べています。宗教的真理を理解する

ために，勉強は必要である。イエス ・キ リス トの福音は，すべて他

の知識を包含する。福音は人間と宇宙との関係を説明する哲学であ

る。それはもっとも深い学問と，もっともきびしい調査を必要とす

る。科学におけると同様宗教においても１ひとつの主題が研究され

ればされるほど，われわれのそれに対する知識は完全になる。注意

深い研究を通して主題に精通することが出来なければ，特に精神面

においてはなはだよくない結果が生じる。科学の究極をきわめよう

と何年間も研究に従事しながら，系統立てて宗教を考えるためにわ

ずか数週間しか費やさない人は， この両分野が同様の深さを持って

いることに無知なのである。宗教．を理解する為には注意深 く学ばな

くてはならない。

信仰をもたない口やかましい人たちは， このような系統的研究

をしたがらないが，問題は次のようなところにある。

「真理に達する過程においてはすべて旅行者は自分自身の足で歩

かなければならない。真理の研究はそれ故にすべての人に要求され

ている。」

上ウィッツオー長老のことばを要約すれば，以

１． 学習はたゆまぬ努力と熱心な研究を含む。

２． 研究するためには，常にある程度自分が主人でなければなら

ない。ということです。

なぜ学習するのか ？

勉強 したいと望む理由はさまざまです。当然 「学ぶために学ぶ」

という考えもあります し，経済的保証を増すためとか，永遠の生命

を得たいとか，よい先生になりたいとかいろいろあります。

予言者ジョセブ ・スミスは，学問の重要性を強調する二つの啓示

を受けています。

そは，必ず しもすべての人信仰なきが故に，汝 ら努めて求め，

互いに知恵ある言葉を教うべし。然り，汝 ら最も善き書より知恵

ある言葉を探し求めよ。正に研究と信仰とによりて学問を求むべ

し。 （教義と聖約 ８８：１１８）

而して支部教会を整頓し，学修研究 してあらゆる善 き書 に通

じ，また諸々の国語と諸 々の言葉と国民とに通ぜよ。

（教義 と聖約 ９０：１５）
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どのように学ぶか ？

際，「どのように学ぶか」というのは，「どのように善いか」実

ということと同じく，漠然 として複雑です。簡単に，一口で

教えられるものではありません。学習 とは，ひとつの態度であり，

単に規則を定めることではないのです。読み書きを習っているすべ

ての人々は，どのように学ぶかということについて何かを学んでい

るとも言えます。そして読み書 きは学問に直接必要な伝達の道具な

のです。 しかしながら，学習は，習得できるひとつの技 術 で もあ

り，ある方法を使うことで，かなりの向上が可能なことを示すひじ

ょうにた くさんの研究結果があります。

学璽１駕麟製 壽灘 諺雛§誉翼魏 縞
題はどのようにしたら時間をもっとも有効に使えるだろうかという

ことです。実際に行われる学習計画にはたくさんのアプローチがあ

りますが，私たちが用いなければならない一般的な法則はいくつか

あります。オハイオ州立大学のフランシス ・Ｐ ・ロビン ソ ン博 士

は，研究結果として， 「サーヴェイＱ３Ｒ法」と呼ぶある方法を考

えておられます。 これは， 調査の Ｓｕｒｖｅｙ （サーヴェィ），質問の

Ｑ，読むのＲｅａｄ，暗論の Ｒｅｃｉｔｅ，復習の Ｒｅｖｉｅｗ の ３Ｒという意

味です。

ビンソン博士のこの方法は自習学習に適しているでしょう。
口 ま
た，日曜学校や職業訓練や，小学校，中学校，高等学校な

どの学校教育の面でも役立つで しよう。大学においてもそうです。

ロビンソン博士の考えは，本の学習に関することですが，手引， ク

ラス，ノー ト，パ ンフレット，記事などに適用されるでしよう。

（１） 調査

Ａ 長射程調査

１． 著者が何を意図 しているかをはっきりさせるために，本

の序文や紹介を読む。読み進みながら，著者が述べている

ことが表わされ，その意図を伝えているかどうかを正 しく

判断する。

２． 目次を読む。これはその本の路線図である。問題の答え

は簡単に最初め章で見い出せる。それから他の参考個所に

移る。

３・ ページ数や絵 プリントの寸法，またグラフやチャー ト

がどれ位入っているかを見るために本をひとわたりながめ

る。本はこれら資料によって豊かになっている。 これらを

知れば本に含まれている資料に対 して，学習時間を配分す

ることができ．る。

４． 他の人によって研究され，試 されたことがらに加えて，

更に研究を重ねていろいろな考えを探求する。研究するに

あたっては人が一里行 ったら二里行 く精神で学習態度を発

展させる。

Ｂ 短射程謂査

１． 内容の骨組みがどのように発展しているかを早 く見るた

めに各章の冒頭部をざっと読む。

２． 一章を読む前に，最後の結論部の節を一わたり読む。そ

の章に展開されている思想の全体像を理解する助けとなる

からである。

〈２） 質問

Ａ 各々の冒頭部を疑問とつき合わせる。．

鳥

日曜学校

Ｂ 疑問の答えをさが しながら読む。読んでいる間に，積極的

に疑問も起 らず従ってその答えも出ない場合，おそらく正 し

く精神集中ができないのだろう。

Ｃ 本の内容が複雑なときは，本か紙片にノー トする。えんぴ

つを持って読む。第一回目の読みでポイン トがはっきりしな

い ときは後ではっきりさせること。その場合，他の参考文献

かその分野．の権威者の助けを借りること。

Ｄ 面倒が らずに辞書をよ く調べること。百科辞典，標準参考

文献も参考にする。語彙をふやしたり，読解力， ス ペ リン

グ，文法の力をつけたり，その他学習のための基本教具は，

安い費用で現在手に入れることができる。 これら基本的なこ

とを向上させるとき，学習能力は向上するのである。

（３） 読み

本の質問に対し自問自答しているときは，本当に読んでい

るのである。サーヴェイＱ３Ｒ法の重複する点に就て一言せ

ねばならない。われわれの勉強にあてはまる点も多いがそう

でない点は無視した。我々が学習を特に効果的に行 う為に分

類 し，．．必要なことがらを強調しているのである。この方式か

ら言えば，読書の鍵は生々とした読みである。読みは紙上に

しるしをつけるだけで生きてくるのだが，そのためには努力

を集中する必要がある。 しかし，新 しい知識が，自分の知識

袋に貯えられている他の経験と関連づけられる時にそれが生

かされて くることを覚えなさい。新 しい情報を，知っている

考えに関連づけるこの過程が，暗諦学習を発展的なものとす

るのである。

（４） 暗調

心にとめるべきことが二つある。

Ａ くり返しは記憶を高めるものである。教材が くり返されれ

ばされるほど，よく覚えることができる。ある人の名前を何

度もくり返すだけで，その名をすっか り覚えこんでしまうの

がその例である。

Ｂ 学ぶ時に一つ以上の感覚を使 うと，よく覚えられるもので

ある。例えば，単語を勉強 しているとき，本をちらっと見て

（視覚），黒板にその言葉を書いて （触覚），声に出してくり返

す （聴覚），もし教材がいろいろな感覚を十分に用いてくり返

されるなら，質的にも量的にも，理解力は増す。 これは小き

なグループでの学習に効果的である。

（５） 復習

「復習」は，もう一度見直すことである。我々は同時にた

くさんのことを理解 し，覚えようとし過ぎる。いたずらに長

い学習時間より復習の有益なことを研究が示 して い る。零

た，えられた主題のために８時間あったとすると，いちどに

８時間を行 うよりも４回に分けて ２時間ずつに区切 った方が

良いのである。日曜学校においてでも最上の効果をあげる為

には 「詰め込み」にすべきではないことがわかる。

さて 「どのように学習するか」という主題について書いて

来ました。いろいろな記事やパンフレッ トや教科書が利用で

きます。また大学や公立学校の成人教育プログラムで正式な

学習課程を学ぶこともできます。

これらの助けを用いれば用いるほど，私たちは学習技術の

向上に役立つ知識を得るのです。「正に研究によりて・…・・」

１７
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子 供 日曜 学 校 の た め に

子供 日曜学校 の新 しい歌です。母 の日は５月ですが，子供 たちが上手に歌 えるたあには

長い期間が必要 ですｒ，練 習 して下 さい。

そ れ は お 母 さ ん
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こ ど もの た め

こ う し じま の しま うま

ドロ シー エ ス ブ ロ ン デ ル
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かいおや まに， とて もかわいそ

た う
な， ちいさな しま うまが すん

でいま した。 ど うしてかわいそ うです

って ？

それはね，ふつ うの しま うま とは ち
｛

が って いたか らです。 まいあ さその こ

は， ちいさなおやまのみず う み へ ゆ

く，まが りくねったみちを，あ るいて

い って， みず に じぶんのすが たを うつ

して みよ うと， おお きないば らの きの

そ ばにたつので した。 そ してその こは

いつ もかな しそ うにあ たまをふ るので

した。 かわいそ うに， きれいにすん だ

みず うみ にうつ る じぶ んのすが たは，

まえの ひにみ た とおな じおか しなす が

たで した。

その こは， こみちをか けお りて， む

れに はいった とき， その こをみ たほか

の しま うまが， みんなおお わ らいす る

のです。 その このお とうさんとおかあ

さん は， じぶ んたち もはずか しくて，

その こをひ とめにつか ないよ うに しま

した。 ほかの どうぶつか らす っか りそ

の こをか く して しま うか とさえかんが

えま した。

ではい ったいこの この どこがい けな

か ったので しょう。 じつは しまが こ う

しの ようにつ いていたのです。

み んな しってい るで しょう。 しま う

ま って よこに しま もよ うがつ いていな

いで しょう。 ところがそ のこにはそれ

（．２ ）

がっいて いるのです。 その こはほん と

うにこう しじま もよ うだったのです。

どんな にそ のこはおそれた こ と で ょ

う。 こんなごをみてお とうさん とおか

あさん は， どんなにかな しんだ ことで

しょう。 あるひ， このちい さな ごがむ

れ のなかにはい って，みんな といっ し

ょには しっていた とき， 「ライオンが

おって くるぞ」 というす るどい こえが

しま した。

とつぜん， ライオ ンはその こをみて

たち どま りま した。 ライオ ンはすわ り

こみ，め をぱちぱち して， めを こす り

ま した。

「しま うまはどち らににげたんだ
」

ライオンは うな りこえをあげま した。

ライオ ンはたてよ こには しってい る し

ま もよ うのその こをみて，す っか りこ

ん らん して しま ったのです。そ のうち

に， むれのすべて の しま うま は， ライ

オ ンか らにげて しまったので， ライオ

ンはキ ョ トンと して しまいま した。

「ぼ くがや った こと
， じぶ んでよ く

わか るよ。 いまか らラ・イオ ンがぼ くた

ちを，お いか けた ら， ぼ くが ライオ ン

を こん らんさせ るか ら， き っとお どろ

いちゃうよ。 そ して ラ・イオ ンがぼ くが

どこにゆ くか と， かんがえてい るま に

みん なにげ られ るんだ よ。」こう しじま

の しま うまは， ほかのみんなにいいま

した。



わ か りますか。 その こは とて もよい

ことを したんです よ。

そのひか ら，そ のこは とて も， とて

もよいたいせつな しま うま と して， し

られるようにな りま した。 なぜ って，・

あのおそろ しい ライオ ンか ら，むれ の

みんなをす くったのですか らね。
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、．凶齢序

（ク．レ ー ジ ィ サ ー ス デ ー と は

ゆ ドイ ツの祭 日で 日本 の節 分 に似 てい る）

ルルはフライターグ音楽学校の階段を 見たのはきのうのことだったんだぜ」

カ い
っぺんに二段かけ降 りた。 と，少年は言い張つた。

「ブリッツ／」 「まちがいだよ」

と彼は親友の名前を呼んだ。 家の方にくるりと向きなが らカルルは言 っ

しか し灰色の上着を着たその少年は，ブラ た。

ウン通 りをとぶように急いで行った。彼はぽ でも，彼が通 りを走 っているとき，ぼくが今

くが呼ぶのを聞かなかったんだな， とカルル 晩借りるはずになっている面をブ リッツが先

は思った。でも木曜日の祝祭 日に は 会 え る 取 りして しまったので，ぼ くを避けているの

さ， と彼はつぶやいた。彼 とブリッツは，冬 ． かなと思わないではいられな くなっ．て来た。

を追い出して しまう年一回のお祭りに，おめ 「まだすっか り食べ終わってませんよ，な

んをかぶった村入たちと参加することになっ んですかカルル」

ていた。みんなは，厳 しい冬を追い払い，春 とおかあさんが食事中にたしなめたｄ

が来るのを待ちのぞんで，押 し合いひしめき ｒぼ くおなかそんなにすいてな い ん だ も

合って通 りという通 りを走 りまわ る の だ っ の。それにお面を借 りに衣裳店に急いで行か

た。 な くっちゃならないの，すぐ閉まっちゃうん

ぼ くは，ここ数日というものブ リッツがどこ ． だ」彼はとう弁解 した。．

でどうしているのかわからない，ぼくに全然 「そりゃ一年に一度のク．レージィサースデ

姿を見せないんだから，とカルルはいぶかっ 一が来るんですからいいんだけど，それ じｂ

た。 あなたはうどんのように細 くなって しま．って

「カルル ・シュナイダー」音楽学校の生徒 よ」彼のおかあさんはこう言った。 ジャケッ

の一人が叫んだ。 トを上げながら，カルルは外へ走った。彼め

「ブリッツ， ミューラーが 曳汝 レー ジィサ こぶしは興奮のあまり固いボールのようにレ

ースデーの祭 り”につけるベー トーベンのお っカ～りと握 られていた。彼の手をつつんでい

面を見たかい」 る厚手の手袋がなか ったら，づめが肉にさし

その生徒は言 った。 こんで しまったかも知れない。 もしブリッッ

「そんなことはできないよ，そのベー トー がぼくの親友であるのを嫌だと思っていたら

ベンのお面はぼ くが借 りることになっている どうしょ．う／ カルルが衣裳店に近づいたと

ことも，な くが今夜までその金がないことも き，深い吐息をもらした。店はまだやって．い

’ ブ リッツは知っているはずだよ。 た。店内で，彼の視線は面の列か ら列へ とめ

「でもさ，ば くブリッツが君の借りようと ま ぐるしく動いた。だがカルルは自分がほ．し

する面をフライターグさんに見せていたのを で がっていた面を見つけることがで き な か っ

（ ６ ）

Ｌ



た 。

「ち ょ う ど こ この ．と ころ に 先週 は ベ ー トウ

ベ ンの面 が ち ゃん とあ った ん だ が な あ 」 カ ル

ル はぽ か っ と空 い た と ころ を 指 さ しな が ら言

った 。

「あ の うベー トー ベ ンの 面 まだ あ る で し ょ

うか 」店 員 は借 出簿 の名 前 の 欄 に指 を 走 らせ

た 。

そ して こ う言 った の だ。

「え え と， … … ここ に べ一 トー ベ ンの 面 は

… … ブ リッ ツ ・ ミュー ラー が借 りて ます よ」

と。

「そ ん な こ とが ／」 と カノレル は叫 ん だ 。 し

か し 自分 の 方 を に らみ つ け て い る よ うな ブ リ

ッ ツの 名 前 が あ った。 で もほ ん と うだ った ．／

自分 の 親 友 が ア イデ ア を と って しま うな ん

て 。 わ き 目 もふ らず に カル ル は 店 か ら走 り出

た 。 傷 つ け られ た 気持 と怒 りで い っぱ い だ っ

た 。 だ か ら彼 と衝 突 が 起 こ った の も不 思 議 で

は な い、

「ブ リ ッツ ．／」 と カル ル は 叫 ん だ。

「君 ， い った い こ こで 何 を して る ん だ い 」

「ク レー ジ ィサ ー スデ ー に つ ける モ ー ツ ア

ル トの面 を借 り に行 くと ころ さ。 ぼ くが 計 画

した こ と覚 えて る だ ろ う」

「ブ リ ッツ， ど う して 君 嘘 を つ くの 」 と カ

ル ル は道 を さえ ぎ り言 った 、，

「ぼ く， あの 衣 裳 店 か ら出 て 来 た ば か りな

ん だ よ。 そ し．た らさ， 君 の名 前 がベ ー トウベ

ンを借 りた つて 出 てた ん だ。 あれ は ぼ くが つ

け た い面 だ って こと君 知 って いた ん だ ろ う．１

ブ リッ ツの頬 は真 赤 に な った 。

「説 明す る よ． ち ょっ と， で もま ず 道 を 開

け て くれ よ。 衣 裳 店 が 閉 ま っち ゃ うか ら」

「じ ゃ行 け よ 」 とカ ル ル は叫 んだ
。

「で もぼ く二 度 と君 を見 た くない か らね 」

カ ル ル は こ う言 つた。

ブ リッ ツが話 す 前 に， カ ル ル の足 は家 へ す

ば や く向 か っ て い た。 彼 の心 は ぐら ぐら して

い た。 も う彼 らの 友 情 は 終 った ／ 彼 は フ ＩＪ

ッ ツの こ と を忘 れて しま うだ ろ う。 彼 が友 だ

ち を 作 れ る教 室 に は これ み よ が しに他 の生 徒

が わ ん さ と いた 。 カル ルが 帰 宅 し て 間 も な

く， 激 し く ドア を叩 く音 炉 した。

「カ ル ル， ブ リッツが 会 い に 来 ま した よ 」

台 所 か ら彼 の お母 さん が 呼 ん だ。

「会 い た くな い よ 」

カル ル は， は き捨 て る よ うに 言 つた。

少 した つ と ブ リッ ツの声 が カル ル の 寝室 に

まで 聞 こえ て来 た。

「カル ル，何 が お こ った かぼ くに 説 明 させ

て よ，，ね え お ね が い だ 」

カル ル は ど う しよ うか思 い迷 った 。 彼 は 説

明 させ た 方 が よ い な と思 った ので ， 不 承 不 精

に，

「い い よ 」

と言 って 台 所 の 方 へ の っ しの っ しと歩 い て

行 った 。

「ぼ く昨 日モ ー ツ ア ノレトの 面 を借 りに衣 裳

店 に行 った ん だ ，，そ う した ら音 楽 学 校 の生 徒

が ベー トー ベ ンに興 味 あ りげ に 君 が借 りよ う

と して い る面 を借 りよ う と して いた ん だ １

「で も結 局 それ を 借 りた の は 君 じゃ な い

か 一」

カル ル は責 め た 。

「そ うだ と も カ ル ル， 君 の た め に な ん だ。

ぼ くひ とつ しか 借 りられ な か った ん だ よ。 お

金 が な くて 。 だ か らあ の 生 徒 が 借 りて しま う

前 に 君 の た め に ベー トウベ ンの を借 りた方 が

い い と思 って さ 」

ブ リッ ツは彼 が しっ か りと持 って い た 茶色

の 紙 袋 に 手 を 入 れた 、、

「店 が しま う前 に急 が な け り ゃな らな か っ

た の は ， これ ， これ な ん だ よ。 ぼ くの 面 を 借

り るた め だ った ん だ。 わ か る ？」

彼 は モ ー ツア ル トの 面 を と り出 し同 時 に ベ

ー トー ベ ンの も出 して カル ル に手 渡 した．、

「ごめ ん ね． ぼ く誤 解 して た ん だ ：，君 の こ

（ ７ ）
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この美しい果物のデサー トは年中作 られ，どんな食物に

もさわやかな風味をそえます。

・材 料

みかん ２個 （皮をむいて細かく切 る）
バナナ ２本 （皮をむいて細か く切 る）

パイナップル （缶詰） ２～ ３枚 （細かく切る）

粉砂糖 ㌦
ココナッツ ％カツプ

・作 り方

①果物をまぜて粉砂糖をふりかけ，冷たくする。

②ココナッツは盛 りつける直前に入れてさっとまぜる。

③ ５人前にわけて供す。

○ ジ ャ ン ・ハ ー ゲ ル

オ ランダ人 は特別 なパーティ に， このか りか りした

バ ター入 りの棒状 クッキーをよ く作 ります。

・材 料 ・

バターまたはマーガリン

砂 糖

卵

ふるいにかけた小麦粉

シナモン

水

細かく刻んだナッツ

・作 り方

１カ ップ

１カップ

１個 （卵黄 と卵白をわけておく）

２カツプ

小 さじ％

大 さじ １

％ カツプ

① ジエ リーロール パン （１５％ Ｘ１０％ Ｘ １イ ンチ大 の

ケｒキ型） にバターをぬ る。

②バ ター，砂糖，卵，卵黄を一緒 に して ク リー ム状

で， ふわふわと した状態にな るまで混ぜ 合わせ る。

③②の中に小麦粉 とシナモンを入れて， さっとまぜ

る。

④油を塗 つたケＬ キ型 に クツキーのね り粉 を広 げて

平 らにす る。

⑤水 と白味をまぜて泡 立て， はけでね り粉 の上 にぬ

る。

⑥１８０ＱＣ位 の温度で２０分～２５分間， きつね色 にな る

まで焼 く。天火 か らと りだ した らす ぐに薄 い棒状

に切 る。

○ ス ペ イ ン風 ラ イ ス

この簡単 な夕食 は，二晩 目まで は暖 あれば最 初のま

まの風味でいただ くことができます。

・材 料

べ 幽コン ６枚

玉ね ぎ 翅 カツプ（み じん切 り）

ピーマン 翅 カツプ（細 か く切 る）

御飯 ・ ３カツプ １．・

トマ ト ２カツプ（缶詰がよい）

塩 小 １％

胡椒 ． 少々

・作 り方

① ベーコ ンは小 さ く切 っていため る。 いためたなべ

か ら取 り出 して お く。

②なべに残 ったベーコ ンの油で，玉ね ぎとピーマ ン

をいため る。 （玉ね ぎが色 づ くまで） 、

③残 りの材料 を加 えて約１５分間 あつ くな るまで弱火

で調理 し， ５人前 の分量 とす る。

野

窪

監：

１９
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仰 の父 アブラハ ムの息子 であ るイサ クの契約の子 ヤコブは， １２人 の息子 たちの父 とな信

った。その うちの ヨセ ブは ラケルか ら生まれ た。それで，彼 の兄弟 たちばこの寵愛を

受 けた子 を憎 んだ。 （創世記 ３７：３～４参照）

るとき， ヨセフは，兄弟 たちが畑 の中 で東を結わえていた とき， ヨセブの束が起 きて

あ

立つ と，他 の兄 弟たちの東が まわ りに来て， ヨセフの東 を拝 んだ夢 を見 た。 この夢を

語 った とき，前 よ りもいっそ う憎ん だ兄弟 たちはい った。 「あなたはほんと うにわ た したち

の王 にな るのか。 あなたは実際 わた したちを治 めるのか」 （創世記 ３７：７～８参照）

セ ブに対す る彼 らの敵意 は， ヨセブが正 しく，神 と ともに歩 んでいるために，ますま

ヨ ・

す大 きな ものとなっ牟。聖典 は， 「ヨセブが彼 らに近 づかない うちに，彼 らはは るか

にヨセブを見て， これ を殺 そ うと計 り，互 に言 った。「ｒあの夢見 る者 がや って来 る。 さあ彼

を殺 して穴 に投 げ入れ，悪 い獣が彼を食 った と言お う。 そ して彼 の夢 が どうなるか見 よう』」

と述 べてい る。 （創世記 ３７：１８～２０）

年長 の兄弟 ルーベ ンは，彼の生命を助 けるよ うに説 いた。彼 らは ヨセブを穴 に投 げ入最

れ， ユダのすす めで，イ シメル人の商人の隊商に奴隷 と して彼 を売 った。 ヨセブはエ

ジプ トへ連れ去 られ た。

セ ブは侍衛長 の家で仕えたが，悪人 に捕 われて獄 に入 った。神 の目によしとされた彼
ヨ

は，牢獄か ら出 され，パ ロに愛 され， この地 の強力 なつか さとな り，パ ロに次 ぐ者 と

な った。 イス ラエル の子 らは，飢謹で滅びよ うとしていた とき， エジプ トが豊かであ ること

を聞いた。 ヨセブの賢 明な監督の下に， あ らゆ るものが貯 え られていたか らであ る。 それで

兄弟 たちは， ヨセブがかつて見た夢のよ うに， ヨセブのと ころに来て彼 を拝 した。』ヨセ ブの

ためにイス ラエル の家 は無事救われた。

ス ラエルの家の長子は，選 ばれた最 高の祝福 である家 督 権 を 与え られた。 この祝福

イ

は，長子が忠実な時にのみ与え られた。 ルーベ ンはヤコブの長子であ ったが，罪 によ

２０
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ってそれを失 ない，家督権 は，イス ラエルの息子 であるヨセ

フの子 らに与 え られ た。 なぜな らヨセブが もっとも忠実 だっ

たか らであ る。

で あ り祝福 師であったヤコブは老年にな って子供 たち

父
を祝福 した。 ヨセブとその子孫 に，彼はよ り大 きな祝

福を与 えて約束 した。彼 が必 らず繁栄 し，すべての試練 に耐

えて，栄 え，またその遺産 は， とこしえにそび える山 の頂 き

へ広 がる。

コブは， ヨセブの息子， マナセ とエフ ライムに， あた

ヤ

か も二人が 自分 の息子であ るかのよ うに， イス ラエル

での分け前 を与 えた。彼は，父 ヨセブに 「彼 らをつれて来 な

さい。私 は彼 らを祝福 しよう」 と言 った。

「す ると
， イス ラエルは右 の手を伸べて弟エ フライ ムの頭

に置 き，左 の手をマナセの頭 に置い た。 マナセは長子 であ る

が， ことさ らそのよ うに手 をおいたので ある」

（創世記 ４８：１４）

セブは父の考えてい ることがまちが ってい るの に気 づ

ヨ
いた。 それで父の手を変 えよ うとして言 った。 「そ う

ではあ りませ ん。’お とうさま。 これが長子 ですか ら，彼 の頭

に右手 をお．いて くだ さい」 と。父 ヤコブはことわ って言 った。

「わか
っている。子 よ，わた しにはわか ってい る。彼 もまた

一つの民 とな りまた大 いなる者 とな るであろ う。 しか し弟 は

彼よ りも大いなる者 とな り，そ の子孫は多 くの国民 となるで

あ ろう」 （創世記 ４８：１７～１９）

れで彼 はマナセの前 にエ フライムをおいた。
一 そ

エ フライムの子供 たちは， 父 ヨセブのよ うに とらわ

れて， 多 くの国々の民 にま じった。 しか し 「長子」 として，

すなわ らその世 を継 ぐものと して，彼 らは末 日において福音

の真理 を受け るために先ず最初 に集 め られ る。彼 らは，血統

の権 利 と信仰 によって神 の権能 を持つ。彼 らは救 いの教 えを

地上 の国々へ広 め散乱 され たイスラエルを集 合 させ る。彼 ら

系 図 ．

は，希望ある救いのメッセージとレーマン人に救！・をもたら

すモルモン経を持つ。また主の神殿において，より高い神権

の祝福を授ける鍵を持つ。イスラ手ルの民は，彼 らの先祖が，

祝福を受けるためにヨセブの前に来たように，末日において

エフライムの子孫の手で栄の冠を受けて北の国からシオ ンへ

と集合するだろう。 （教義と聖約 １３３：２２～３０参照）

リガム ・ヤング大管長は，エフライムの子孫が末 日にブ

おいて占める位置を理解 していた。彼は次のように述

べた。 「これが私たちが探 しているイスラエル家の人々であ

る。彼 らが東から来ようと西から来ようと，北か ら南か ら来

ようとかまわない。中国からロシアから英国か ら，カリフオ

ルニアか ら，北及び南アメリカから，或いはその他の地方か

ら来ようと問題ではない。彼 らは父ヤコプがイスラエルの家

・を救 うために手をおいた若者その人である」 と。

（講話集 ２：２６８）

れ らの真理により，私たちは予言者オバデヤが次のよ
こ
うに述べたとき何を言わんとしていたかを 理 解 で き

る。 「しかしシオンの山には，のがれる者がいて，聖なると

ころとなる。またヤコブの家はその領地を獲る。……こうし

て救 うシオンの山に上 ってエサウの山を治める。そして王国

は主のものとなる」 （オバデヤ書 １７，２１）

の福音のもとに集められている私たちイスラエルは，
こ
血統と正しい行いによって約束された神権をもつこと

ができるエフライムの子孫である。私たちはエジプ トに対す

る父ヨセブの如くに，末 日においてイスラエルの救い手とな

るためにすべての国か ら集 っている。私たちはシオン山の救

い手であり，イスラエルが信仰ある者に約束 された栄光を受

けるべ くあがなわれ聖 められ準備されるように先祖のたあ福

音の神聖な救いの儀式を行 うのである。，

これら教義のすべては，主の家と固く結び付 き，また同じ

血統の死者を救 うための働 らきと結び付いている。

噛

辱

１ ． まことに父は異邦人 とイスラエルの家 について多 くの話を し砿 駕 まイスラエルの家 はその槻

１ が折 れて全 地 の上 に散 る一本 の， 「か ん らん」 の木 にた とえ られ る。 それで あ るか ら， 全地 の上 に散 ｌ

ｌ ると言 う主 の諜 がほんとうになるために・私たちは一 しよにな ・て約束 の地一導かれて行 くにちが ｌ

ｉｉ い ない。 そ して イス ラエル の家 は散 ってか らまた集 り合 うで あ ろ う． つ ま り異 邦人 が完 全 な福 音 を受 ｉｉ

ｌ け入 れて か ら 「か ん らん」 の木 の元 の 自然 の枝で あ る イス ラエル の家 の残 る．者 た ちが また親 木 に接 が ｌ
ｌｌ ｉｉ

ｉｉ れ 為で あろ う。 す なわ ちかれ らの瞭 い主 で あ って かれ らの主 で あ るほん と うの メシヤ を認 め るよ うに ｉｉ

ｌｌ な る と言 った。 ニ ーフア イー 書 １０ ：１２－ １４ ｉｌ

Ｌ 亀 ＿ ． 、 ．． ＿ ＿ ＿ ・ ＿ 躍 ＿ ＿＿ ＿ ＿ ．動
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肇

主の御国におけるしもべた ち

使 徒

教 会 の 大 祝 福 師

鍋 ．十二使徒評議員会補助

七十人最高評議員会

管 理 監 督 ．会．

会の大幹部は世界の至るところで聖徒教

たちに愛され尊敬 されています。彼 ら

は現在この地における主の御業を指導 し助け

るよう主によって選ばれた人々であります。

私たちはこれら２３人の兄弟たちの伝記をここ

に掲載できることをうれしく思うものであり

ます。

Ｏ教会の大祝福師

１８３９年６月２７日，予言者 ジョセブ ・スミ

スはかなり長い間兄弟たちと話 し合った

後次のようにいわれました。

「エバンジェ リス トとは，正に ヨセブの

血統の最年長者かアブラハムＱ子孫の最

年長者であり，祝福師 （族長）である。

キ リス トの教会が この地に建てられると

きはいつでも，ちょうどヤコブが息子た

ちに祝福師の祝福を与えたように，聖徒

たちの子孫の福祉のために祝福師が居る

はずである」

（ＤＨＣ ３巻 ３８１頁）

予言者の父，ジョセブ ・スミス （初代）

は１８３３年１２月１８日に教会の大祝福師に聖

任されま．した。祝福師の血統の直系子孫

としてエル ドレッド・Ｇ ・スミスが現在

その職に在 ります。

十二使徒評議員会補助

１９４１年４月の一般大会で，ルーベン ・ク

ラｒク （二代目）副管長は幹部ゐ名前を

読み上げて支持を求めた際 に次のように

述べました。

「最近の教会の急速な成長，新 しいワー

ド部，ステーキ蔀の絶え間ない増設，ワ

ー ド部やステーキ部で埋められた地域の

広が り，神の福音がすべての人々にもた

らされるための量的質的な伝道活動の活

発化にともなう印刷物の増加，よりしっ

かりした活動における教会の役 割 の充

実，管理，指導などすべては偉大なしも

べたちの奉仕によって築きあげられてい

る。大管長会及び十二使徒は，彼 らの偉

大な責任を十分に熟知 し，効果的に主の

ために働らくよう．に，助けを受けなけれ

ばならないと，．感じている。従って十二

使徒補助を任命することが定められた。

彼らは大祭司として，大管長会や十二使

徒が行 うような仕事をするために十二使

徒の指揮の下に働き始める。これ ら十二

使徒補助の数に限定はない。主の御業が

より賢明に行なわれなければならない場

合，時宜に応 じてふやされるだろう」

（インプルーヴメント，エラ１９４１年 ５

月号 ２６９頁）

現在は１２人の補助がいる。

七十人最高評議員会

教義と聖約 １０７章の神権に関する偉大

な啓示 として主は次のように述 べ られ

た。

「また，福音を説き異邦人と全世界の人

々に対する特別の証人たらんがため ｒ七

十人』召さる。すなわちかくの如 くこの

者たちの天職に就ける義務は，教会に於

ける他め職員 らの義務と異るなり。また

この 「七十人」は，今挙げたる十二人の

特別なる証人，すなわち十二使徒と等 し

き権能を有する定員会を構成す。

「七十人』は十二使徒会すなわ

ち巡回高等評議員会の指揮の下に教会を

設立し，またよろずの国民に於ける教会

のあらゆる事務を整理するに主の御名に

よりて行い，まず異邦人より始めて次に

ユダヤ人に及ぼすべき者たちなり。 一

（教義と聖約 １０７章２５～２６，３４）

七十人最高評議員会

七十人定員会は特に伝道活動の召しを受 ．

けて，組織されている。

「また 「七十人」の数の中より選ばれた

る七人の長ありてかれらを統轄すべきこ

とは， 「七十人」の神権を示せる示現に

よる、（教義と聖約１０７：９３）のである。

これが七十人最高評議員会である。

管理監督会

「管理監督会定員会には管理監督と二人

のカウンセラーがいる。 この三人は皆監

督であると同時に，大祭司である。彼 ら

はアロン神権を管理 し大管長会の指揮で

教会の物質的なことに関することが らを

指導する。また什分の一．会員の転籍証

明，会計報告，その他の報告を取扱 う。

（ジョン ・Ａウイッツオ 「教会のプロ

グラム」１５６頁）

以上，諸評議員会の責任について簡単に ．

述べて来ました。 これらの召 しに支持さ

れている兄弟たちについて読んでいただ

きたいと思います。

イ
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アル ヴ ィン Ｒ ・ダ イヤ ー

（使 徒 ）

たむきにおうせいな活動と主の御心をひ

行いたいという強い願望が，最近新ら

しく使徒 となった彼の人となりを特徴づけて

いる。アルヴィン，Ｒ ・ダイヤーは１９０３年

１月 １日にソル トレーク市にアルフレッド

及びハ リエッ ト・ウォルシュ・ダイヤーの

息子として。高校時代とその後数年間彼は

常勝の野球チームで活躍 し，しばしば出演

を頼まれてクワルテッ トで歌った。

ダイヤー長老は東部の州で伝道 したが，

そこで地域 リーダーとなり１９２３年には第一

回のクモラページェン トで大きな役割を果

たした。１９２６年 ６月にメイ・エ リザベス ・

ジャクソンと結婚し，二人の子供に恵まれ

た。金属工業関係の技術者として働らいた

ことは次の彼の経歴の成功を準備した。建

築資材会社の熱及びエアコンディション部

を担当し４６歳の時に会社を設立した。事業

経歴を見ると，彼はエキスチェンジクラブ

の会員であり，アメリカ光熱及び換気技術

協会の会員であった。第二次世界大戦中ア

メリカ軍事技術部門に就いて文官の技術顧

問として働 らいた。 しか し主に対する奉仕

は常にダイヤー兄弟の胸中によろこびとして

あった。ほぼ六年間彼はソル トレーク市のモ

ニュメントパークワー ドの監督であった。彼

はそれ以前にも二つのワー ドの監督であり，

二つのステーキ部の高等評議員だった。監督

として奉仕中，彼はセ ントラルステーツ伝道

部を管理する召 しを受けた。

事業への関心をふ り払 って彼は伝道活動へ

と参加 し，新 しい興味をそこに見い出 した。

ミズー リ州における教会とその人々の歴史に

関して自身の心を満たすために，ダイヤー長

老は自ら探求 し膨大な分量の著書 を完 成 し

た。それは後にまとまった本として出版され

た。以来ダイヤー長老は福音の主題に基づい

て７冊の本を書いている。

１９５８年に，ＹＭＭ ＩＡの管理会長会副会長

に任命されその５ケ月後に，ダイヤー長老は

十二使徒補助に召された。後にヨーロッパ伝

道部を管理するために召 され，そこで二年間

働 らいた。帰国後，たくさんの責任が与えら

れたが，そのひとつは神権ホームティーチン

グプログラムであり， これを直接的に援助 し

たのである。

１９６７年１０月５日，ダイヤー長老は使徒に任

命 され，救い主の福音伝道の証人として使徒

評議員会の会員 と協力 して働 らくことになっ

た。彼の強力な指導性 としかも謙遜な心は彼

を主の腕ともいうべき価値あるしもべにして

いるのである。

会大祝福師の職は神聖な召しである。教

それは大管長の霊感によりそれを受け

るに伯する人に与えられる世襲の召 しで あ

る。

エル ドレッドＧ ・スミスはこの神権時代の
魅

教会の第七代の祝福師である。 日頃彼は聖徒

たちの霊的要求について思いをはせ，もし受

け入れる人が謙遜で価値があるなら実 りある

生涯において達成できるであろう道を示す偉

大な個人的声明である祝福師の祝福を与えて

いる。

エル ドレッドＧ ・スミスは，ハイラムＧ及

びマーサ ジィ，スミスの息子としてユタ州 リ

ーハイで１９０７年 １月 ９日に生まれた、五歳の

とき，彼の父は教会の管理監督祝福師に支持

され家族はソル トレーク市に移った。エルド

レッドは公立学校で教育を受けＬＤＳ高校に

通い，ユタ大学では工学を学んだ。

１９２６年，彼はスイスー ドイツ伝道部で働ら

くよう召しを受け１９２９年解任されると，ソル

トレーク市の リバテイステーキ部のステーキ

伝道部で働らいた。

スミス長老は，１９３２年 ８月１７日ソル トレー

ク神殿でジーン・ネスと結婚 し，彼 らは二人

の息子と三人の娘の輌親 となった。

どんな責任でも召 されたときには主に献身

する彼は１９３６年１１月にエンカインステーキの

ＹＭＭ ＩＡ会長会の一一員 となり，１９３８年 ５月

５日にはソル トレーク市の第２０ワー ド部監督

会の第二副監督に支持された。彼は間もなく

エンサインステーキの高等評議員 として奉仕

した。北２０ワー ド部が１９４１年に作 られたとき

彼はその監督となった。

１９４４年 １月，彼はテネシー州のオークリッ

ジにおいて原子力機関で働 らく戦時召集を受

けた。そこへ行く途中彼はケンタッキー州ル

イスビルの伝道本部にとどまり，そこで奉仕

することを申し出た。オークリッジに着いた

とき，原子力計画の秘密事項により， ミリタ

リイホールで開かれる聖徒たちの集会に出席

することを許可されなかった。それで彼は家

庭に教会の会員を招いたが，その集会に使う

テーブルや椅子の代 りに箱が用いられた。そ

の集会は３５人の子供と６５人の成人が出席する

までに大きくなった。オー クリッジ支部はこ

のようにつ くられ，スミス長老は支部長とな

った。

第二次世界大戦後，彼はソル トーク市へ戻

った。１９４７年４月 ６日，一般大会で彼は教会

大祝福師に支持された。

エル ドレッド Ｇ ・スミス

（教会大祝福師）

以来彼は文字通り何千 という祝福を与えて

来た。彼はあらゆる地からくる会員と相談 し

ながら教会の本部建物の机にむかい毎日多 く

の時間を費やしている。

２３



騨 搾鰍「

ア ル マ ・ソ ン ネ

（十 二 使 徒 評 議 員 会 補 助 ）

４１年 ８月 大 会 の 際 立 った特 徴 は， ル ー１９

ベ ン ク ・ラー ク副 管 長 が述 べ られ た よ

うな 責 任 を 遂 行 す るた め 十 二 使徒 評 議員 会補

助 が 召 され た こ とで あ った。 そ の 中 に ア ル

マ ・ソ ンネが い た。 ソ ンネ 長 老 は， ニ ー ル ・

ク リス チ ャ ン とエ ライ ガ ・ピー ター ソ ン・ソ ン

ネの間に１８８４年 ３月 ５日ユタのローガンで

生まれた。ユ９０４年ローガンにあるブ リガム

ヤング大学を卒業後，彼はローガン第一ナ

ショナル銀行で働 らいた。１９１０年から１９１２

年まで彼は英国で伝道 し，そこで移民の世

話，仕事，交通，運輸などをした。英国か

ら帰って，彼は１９１２年 ５月 ジェネバ ・バ レ

ンタインと結婚 し， ４人の息子と／人の娘

に恵まれた。ユ９４１年に妻に先立たれ レオナ

・バレンタイン・ウー リイと結婚した。 ソ

ンネ長老は，北部ユタ州の事業及び農業の

発展に重要な役割を果た した。彼はローガ

ンにある。第一ナショナル銀行の頭取であ

り，ユタ州立大学の信託保管人の一人であ

る。ソンネ長老が１９４６年にロンドンのヨー

ロッパ伝道本部を管理するよう召されたと

き，ある人が彼に次のように尋ねた。

「どうして行かなければならな い の で

す ？ ヨーロッパの人々を救うことも本国

でそうすることも同じではないですか？」ソ

ンネ長老は答えた。

「それは信じることに関係があると思いま

すね。我々が何を信じているかということは

非常に大切です」と。そのとき，彼は青年の

とき父に尋ねたことを思い浮べていた。彼は

こう聞いたのだった。 一どうしてお父さんは

教会に入ったのですか一と。彼の父はしばら

くためらいそして言った。

「それは，モルモン経を読んだからだね」

と．これが神の御言葉であるという確信で，

彼の父はバプテズマを受けたのだった。 ソン

ネ長老は，幌馬車隊の後をカウンシル ・ブラ

フスからユタのカッチ渓谷へと荒野を横切っ

て歩いた母のことを思い浮 べ て いＰた。 「な

ぜ ？」長老は尋ねた。教会が真実だとわかっ

ているからですよ。母はそう答えたのだった。

同様の確信がアルマ ・ソンネの非利己的な

献身 と奉仕を特徴づけている。数々の個人的

な証詞を述べるとき彼は真摯であるが，この

ように述べるときはことさらである。

「人間より重要なものはない」と
。

彼はステーキ部ＹＭＭ ＩＡ会長として奉仕

し，同じくステーキ部高等評議員カッチステ

ーキ部長会のカウンセラーとして働らいた。

彼は，十二使徒評議員会補助に召されたとき一

は，カッチステーキ部長でありカッチ福祉地

区長であった。人間に対する愛と福音に対す

る愛がソンネ長老の人生を形成している。彼

は言 う。 「’人と国家の唯一の絶対誤りない先

導は，イエス ・キ リス トの福音である」と。

二使徒評議員会補助 としてのエル レイ十

Ｌ・クリスチャンセン長老の霊的強さ

と誠実さは多数の人々の生活によい影響を与

えている。なぜならば彼は教会や，市民社会

や文化，教育方面で活躍 し，多様な人生を生

きて来ているからである。

クリスチャンセン長老はパーリィクリスチ

ャンセンとドロシア ・Ｃ ・ジェ ・セン ・スカ

ウ・クリスチャンセンの聞に，ユタ州メイフ

ィール ドで１８９７年 ７月１３日に生まれた。彼は

ユタ州立農業大学で農業経営学を専攻し，ユ

タ大学及びブ リガムヤング大学で大学院課程

を続けた。彼自身，農業家及び農地所有者と

して，アメリカ連邦政府のために，±壌調査

や牧草地踏査を指揮 したＤ彼の最も大きな充

実感は，専門的教育者として若い人 々を教え

ることから得られた。彼は学校で，宣教師た

ちとともに立派に若者たちを教えたが，スヵ

ウ ト指導者としても傑出しており，教会の神

殿で奉仕することはとりわけ長かった。１９２２

年 ６月１４日，彼はマンタイ神殿でレウェラ，

リースと結婚し三人の子供に恵まれた。１９２４

年にクリスチャン家は，中央州部伝道への召

しを受けた。 このようにしてクリスチャン長

老の長い教会奉仕活動が始められた。問もな

く，イーストジョーダン・ステーキ部で，ス

テーキ部日曜学校監督会で働 らき，また高等

評議員として，あるいは， ドラッパー ・ファ

ース トワー ド部の監督として鋤 らいた。

１９３６年彼は教会学校問題に関係 しユタ州 ロー

ガンに移 った。

３７年彼はテキサス ・ルイジアナ伝道の

１９ 伝道部長に召された
。四年後ローガン

に帰り，カッチステーキ部長会の第一副ステ

ーキ部長に支持 された。１９４３年から１９５２年ま

で彼はローガン神殿の神殿長であり，この四

年間に，彼はまた東カッチステーキ部の第一

副ステーキ部長 として働 らき，その後ステー

キ部長になった。／９５１年１０月 ６日に，彼は十

二使徒評議員会補助に召された。この職にあ

って彼は教会福祉委員会の予算委員会議長と

して奉仕 し， ８年間にわたってソル トレーク

神殿長でありロンドン神殿建立のたあに召さ

れてそれを助けた。１９６１年，大管長会の指揮

の下で，すべての神殿の最高責任者 とな っ

た。加えて彼は四つの南東アメリカ伝道部の

地域責任者である。

彼のすべての仕事において， クリスチャン

セン長老は尊敬されている。彼が大会で十二

使徒評議員会補助に召されたとき，次のよう

エル レイ Ｌ・クリスチャンセン

（十二使徒評議員会補助）

に強調 した。本当の証詞は良き働 らきと共に

なくてはならないと。確かにこれが彼の人生

の基盤であり，彼はこの確固とした証詞を通

して常に良き働らきを求めて前進 をつ づ け

る，力と団結の人なのである。

２４



耀
馬
・濃 ．豫・

ジ ョン ・ロングデン

（十二使徒評議員会補助）

復された教会の初期の時代に，主は予回

言者ジョセフス ミスに啓示を与え給い

次のように述べられた。

「正しき者の歌は我に対する祈 りなり」と。

二使徒評議員会補助 ジョン・ロングデ十

ン長老は，彼が旅行する時はいつでも

文字通り聖徒たちの心にしみ通るような歌を

歌う。天与の歌い手 として，教会の指示があ

れば聖徒たちを訪問し世界の多くのところで

そこに集 う人々に彼の音楽的才能を分け与え

ている。 ロングデン長老は，１８８９年Ｕ月 ４日，

英国のランカシア，オール ドハムに生まれた。

彼の両親， トーマス ・Ｊ・ロングデン及びリ

ゼッタ ・テイラー ・ロングデンが教会に加入

したとき，ジョンは１０歳であり，家：族はユタ

州へ移住した。彼はＬ・Ｄ・Ｓ高校に入学 し，

経済大学で学び後にユタ大 学 で 学 んだ。

の音楽的才能は，初期に認められ，音彼

楽 と演劇を学び，二つの劇場を持つ興

業会社の一員であった。１９２１年彼は中央州部

伝道部へ召され，帰 って間もなく事業家とし

ての経歴を始めた。最初は保険会社，次は電

気器具製作会社であった。彼はソル ト・レー

ク市にあるウエスティングハウス ・エレク ト

リックサプライ会社の支配人 となり重役の階

段を着実に昇 った。１９５２年にナショナルエレ

クトリックプロダクトの地域支配人とな り，

１９６０年に退職するまでこの地位にあった。

１９２４年１０月１５日， ロングデン長老はソル ト

レーク神殿でフランシス ・ラー リューカーと

結婚 し，二人の娘に恵まれた。 ロングデン姉

妹は１３歳の時にＹＷＭ ＩＡの会長会の第二副

会長になり奉仕したことのある人である。ロ

ングデン長老は，常に教会に忠実によろこん

でｉ奉仕する時問を見い出して来た。彼はソル

トレーク市の第１９ワー ド部の監督に召される

前，ワー ド部Ｍ ＩＡの副会長でありステーキ

部Ｍ ＩＡの会長であった。それから１７年間ス

テーキ部高等評議員として奉仕 し，１９５０年に

教会福祉委員会の 一員 となった。 １９５１年 １０

月，十二使徒評議員会補助として働 らくよう

召しが来た。最近の大会で，ロングデ ン長老

は，若い時代にランカシアのオール ドハムの

小さな， トタン板を張りめぐらした集会場で

集会を持ったことを語った。それから５６年後

に，彼はオール ドハムの美 しい礼拝堂を献堂

するために生まれ故郷へ戻る特権を与えられ

たのである。ロ ン グデ ン長老は瞑想 して述

べた。

「５６年前，それはきのうのようです。月日

の経つのはなんと早いもので しょう」と。

そして，彼はまた 「今この目に見ることので

きるのはその豊かなみのりだけだ」とつけく

わえた。

’

ター リング Ｗ ・シルの若い時代のひス

とつの強烈な経験は，彼の後の人生に

ひじょうな影響を与えた分れ目となった。彼

は，日曜学校で，手引からの一節を復唱する

よう求められた。立ち上がって話そうとした

とき，１２歳の若者はうろたえた。涙が顔を伝

い，復唱することができなかった。その同じ

日他の一人の若者が落着 き払 って， シル長老

が思いだそうと苦心していることをや っての

けた。そのような時にもすでに彼の人生には

導きの手がのべられていた。なぜなら祝福の

中で彼はこう言われたからである。

「主の目はあなたに注がれ…… あなたの

舌は驚 く程ゆるまるであろう」と。

彼はジョセブ ・シルとマ リエッタ・ウエ リン

グ ・シルとの間に，ユタのレイ トンで，１９０３

年 ３月３１日に生まれた。彼はいまだに臆病が

彼を悩ませたことを思い出す。それは南部州

伝道中もそうであった、彼はユタ大学におい

て学んだ後，ソル トレークで保険の仕事に就

く前に二年間学校で教えた。彼の妻 ドリス ・

メリー ・ソーンリイの絶まざる力づけと協力

は彼の自信を強めることに大きな 力 とな っ

た。 （彼 らには三人の子供がいる）。、

彼は職業においても前進を見せ，１９３３年に

彼の会社の・ル ト・一姉 支配人となり・・ｇ嚢 難

・・年に艦 査人 となり・今 日に至るまで鰭 鍵

職としてその地位にある。２９歳の時，彼はナ 峯藩漿

二描鍵鷺 鞭瀦勢灘講
あぬゆ ら　モモ

ークワー ド部の監督に召された。それか ら間 ミ羅灘

もなくステーキ部大会があり，話すことを頼 ！灘 鍾
ま総凝禰

難

隔贈為離

懸欝 慧

鷺 鵜
再砺 凸、一

頒ｒ “襲

まれるかも知れないと思って，ある話を準備 １譲難舞鷺 １

したが彼は依頼されなかった。次の大会の時 驚欝 薙韓馨

も彼馳 の話を灘 した。だがその時轍 １まｉｌ灘 灘 攣

瑠 麓撫 欝 鉱灘警 匿１謹鐵
も機会は与えられなかった。主は，彼をこのよ

うに大いに訓練した。１９５１年彼は日曜学校管

理会長会の一員となり，１９５４年４月に十二使

徒評議員会補助に召された。１９５９年の月曜日

夕刻の教員会 ラジオ番組で１２の話を伝えた後

に，それを不定期に放送するよう依頼され，

過去八年間，４５０の局を網羅する国中のラジオ

番組に３０分間，そして毎週１５分間の話を準備

し放送 して来た。毎月 ４，２００部もの手紙が聴

衆者から舞い込み，次のような感情を吐露し

ている手紙もある。

「私は，この話のために教会に加入 しまし

た」と、あるいは

鑑灘嚢謹譲 灘 鑛
繋羅 饗鹸羅

１謡灘
羅 ｉ鋸 灘撮繍
盈羅 灘 堀 響 難瞬 灘

誕， ＋講 灘 鱗 難 灘

麟 灘 灘

スターリング Ｗ ・シル

（十二使徒評議員会補助）

「あなたは私の人生を変えました」と。ま

た 「なんと秀れたモルモンの指導者なので

しょう」と。

このように主に仕える彼の才能は４０年間の準

備の結果であった。数年前から彼は自分の思

想をまとめ始めた。彼は今その２１のスクラッ

プブックを編纂している。彼は我々の時代の

福音の偉大な代弁者なのである。

２５
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ヘンリー Ｄ・テイラー

（十二使徒評議員会補助）

一とマ リア ・テ ィクソン・テイラーの問に

生まれた。ユタのプロホーてあるか，ここ

の農場生活は彼の幼年期を訓育し，彼の指

類 鞍 ㌧ 導榊 を育 くんてい。た。彼の家庭の豊か

５８年 ４月に十二使徒評議員会補助に召１９

されたとき彼について人々は言った，

「彼が高い地位に就いたのは当然なことで

あった」 と。

彼は１９０３年１１月２２日アーサー Ｎ ・テイラ

な遺産を思い出 しなが ら，テイラー長老は，

大会て，

「私たちか一人て生きてい くべきである

とは思いません。一人でな く共に成長す

る時により良い個人となることがてきる

のてす 」と述へた。

東部州伝道部て働らいた後，彼は１９２９年に

フ リカムヤンク大学を卒業 し，１９３７年にニ

ューヨー ク大学て修士の学位を得た。彼が

ケ ィクソンテイラーラ ノセル会社の副支配

人てあったプロホーてテイラー長老は商工

会議所，キワニスクラフ，ユタハーレイ病

院会議なとの公職に就いて働らいた。１９２９

年１２月２６日，彼はユタでアルタ・ハンセン

と結婚し，四人の息子か生まれた。 ワー ト部

やステーキ部での働らきをテイラー姉妹はか

いかいしく知的に夫を助け，その機会と成功

とを分け合った。彼女は１９６７年 ６月 ６日に逝

った。

「静かなる発電機」と評せられたように
，

テイラー長老は彼の兄弟たちを導 く使命が与

えられていた。彼は国の要職に就き，高等評

議員であり，ステーキ部書記てあり，プ レサ

ント・ウイユー ・ワー ト部の監督として働ら

き，ソヤロン及び東 ノヤロンステーキ部の部

長 として働 らいた。十二使徒評議員会補助と

なるために召されるとき，彼はカリフォルニ

ア伝道部長として働 らいていた。今教会福祉

プロクラムの総支配人 として働らきつつ，テ

イラー長老は，テイムパノコス及びセン トラ

ルユタ福祉地域の議長としての経験をふ くめ

て，福祉事業ての長い広い経験を生かしてい

るのてある。テイラー長老は，同胞に対する

愛 と同情 とをもって福祉計画を十分なしかも

不動の回復された福音に対する信仰と，強靱

さと忍耐てもってすすめている。この計画に

ついて彼は次のように述へている。

「この計画の目的を遂行することは，この

教会のすへての会員が互いに結ばれ，神の

王国に所属 しているという所属感 と，兄弟

としての一致をもちながら，共に参加し共 ’

に働 らくことであります。

と父なる神に対するゆるぎない信仰による物

静かてあ りなか ら確固とした指導性 と卓越 し

た実践力か，ヘンリー Ｄ ・テイラー長老を

特徴づけている。

一次世界大戦中 ウィ リアム ・ジェー

第 ムス ・クリノチロウ （二代目）は，Ｕ

Ｓコース トとンオテテ ノィクサーヘイに執務

中たった一人山頂に配置された。そこて彼は

モルモン経を読む時間を見い出した の て あ

る。

「私は福音を受けつき，私の教会員として

の自分は私かハプテスマを受けるに足る年

令になったときに当然のことのようにやっ

て来た。 しか しそれは疑いもなくあの山頂

て，モルモン経を読みその真実性を神に尋

ね求めたことからもたらされ たもの て あ

る」と彼は思い出して述べる。

この証人は熱情と確信に満ちて生 ま れ て来

た。特に１９５８年１０月に十二使徒評議員会補助

に任命されて以来はそうてある。

彼は１８９２年 ８月１２日 ウィリアム Ｊ・ク

リソチロウ及びアンナ ・クリノチロウの息子

としてユタ州オクテンに生まれ，ずっとそこ

て過こしている。高校卒業後 ウエハーアカテ

ミイに入学し，１９１１年に学生委員長として，

共同社会に恒久に奉仕てきるようなステー ン

を設備した屋内運動場を建てるキャンペー ン

をくりひろげた。何年も後に彼の夢 は 実 現

し，それが建て られた。それが教会の手に戻

り１９６７年 ６月にテセレト屋内運動場として改

築されたとき，１９１１年に先鞭をつけた彼はそ

の献堂の祈 りを依頼 された。

業家として準備するために， シカコの事

ラセール，エキステンソヨン大学に籍

を置き，またユタ大学て も講義を聴いた。

リノチロウ長老は１９１２年に電力業界にク

入ったが，最近の政府関係の仕事を除

けば，彼は事業拡張支配人 として退職するま

てユタ電力会社の種々の重役職をつとめて来

た。彼は， 「人生に於ける真の成功はその家

族によってはかられる」

と述べた。彼は１９２４年にソル トレーク神殿

てアンナ ・マリア ・テイラーと結婚し二人の

息子と一人の娘に恵まれている。

彼のオクテ ンにおける影響は深いものて，

数多 くの地域団体や市民クラブで献身的奉仕

をしている。彼は 「オール フェイセズ ウ

ェス ト」ペーシエン トの創設者てあるが，そ

れは毎年クレー トソル トレーク峡谷へ開拓者

の旅を再現するものである。この計画は彼に

とって特に重要な意味がある。なぜなら彼の

祖父ソェームス ・ブラウンか，モルモン大隊

の指揮者でオクテン創設者であったからであ

る。

議 父＿メ

蝉矯

購舞
灘

ウィリアム Ｊ・ク リノチロウ

（十二使徒評議員会補助）

謙
・ 鵬 劉

・靴 蹟

は，人生におけるよろこびは，奉仕に彼

よって，それも教会への奉仕によって

生まれるものてあることを信じている。彼は

１９５８年１０月に十二使徒評議員会補助に召され

る前は多 くの補助組織の責任にあり又，南オ

グテンステーキ部の部長であった。
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難　　
－躍

獣 轟肖げ
ー

フ ラ ン ク リン Ｄ ・ リチ ャー ヅ

（十 二 使 徒 評 議 員 会 補 助）

会の指導者に従いなさい。そうすれば教

決して奉仕の機会を失わないだろう」

彼が両親と相談した際の言葉であるが， これ

がフランクリン Ｄ ・リチャーヅの哲学 とな

っている。彼はその人生を社会と国家 と教

会に献げて来たのである。

チャーヅ長老は，１９００年１１月１７日ユリ

タ州オグデンで，チャールズ Ｃ ・

リチャーヅとレティッター ・ピアリイ・リ

チャーヅの息子として生まれた。少年のと

き討論会や学校での出版活動に参加すると

同時に，学校の費用を稼 ぐために父の農場

で働 らくなど，勤勉であった。

はオグデンのウェバーアカデ ミイを彼

卒業しそれから東部州伝道部へ召さ

れる前に，ユタ大学で学んだ。帰ってか ら，

ユ９２３年に大学で法律を学びソル トレークで

法曹界に入った。１９２３年８月 １日にソル ト

レーク神殿でヘレン・カーンズと結婚 し二

人の息子と二人の娘に恵まれている。

リチャーヅ長老は１９３４年に連邦住宅省の

初代ユタ州監督に指名され後に，ワシント

ンの本部とユ３の西部州の地域顧問に指名さ

れた。

４７年に彼はＦＨＡの （連邦住宅省）顧１９

問に指名され，その任期中，国は歴史

上最も大きな住宅問題改善を増進させること

に成功 した。１９５２年ＦＨＡを辞職後，ニュー

ヨーク，ワシントン，ソル トレーク市で抵当

銀行業と仲介業を始め，１９５４年にユタ州へ戻

った。

青年のときに， リチャーヅ長老は祝福師の

祝福を受けたが，その中で，彼は 「部長会の

仕事を持つよう召され，聖なる指導力を持つ

ように望まれ，市民社会においても地位ある

職に就 くであろう」 と祝福された。

の約束は，真実なものとなっている。
こ なぜならば

，公共的に地位ある役職に

就くと同時に彼は神権定員会の指導者となり

補助組織の指導者となったからである。

チャーヅ長老は，１６５９年東 ミルクリー
リ ク
・ステーキ部伝道部の部長 として奉

仕していたが，その年北西部州伝道本部を管

理するように召された。そこで彼は教会の最

も実 りある伝道地域を指揮し，宣教師が用い

る最も効果的な教授プランを進 展 させ た。

１９６０年１０月 ８日，伝道部長になってちょうど

１０ケ月後に，彼が十二使徒評議員会補助とし

て召されたことが一般大会で発表された。

の伝道活動は続けられている。という彼

のは，彼の管理する責任は合衆国の東

海岸の伝道 と，ごく最近では南米の伝道をも

管理する責任が含まれているか らである。

プ

が神権系図委員会の監督と同時に副委彼

員長 として働 らいている系図協会の職

員たちは， バ ー トン長老を 「正直，愛，献

身，福音に対するゆるぎない忠誠心．」をもっ

た謙遜な．人と述べている。バー トン長老は，

これ らの特性を人生の初期から発展させてい

る。彼は１９０７年 ３月２７日，セオ ドア ・テイラ

ー ・バー トンとフロー レンス ・モイル ・バー

トンとの間に生まれた。彼の両親は１２才の時

から働 らくよう励ました。彼 らについてバー

トン長老は次のように述べている。 「彼らは

機会を備え福音を教え て くれたが，その励

ましはまさしくソル トレークの我が家におい

て彼 らが模範として生活したことによる」と。

彼はユタ大学で学士と修士の学位を取 り，パ

ーデュ大学で化学の博士号を受けた。１９３２年

から１９３４年まで，彼はソル トレーク市で細菌

学者 として過ごした。間もな く彼は，ユタの

プライスにあるカーボン大学の著名な化学の

教授 となり，ローガンにあるユタ州立大学で

も教鞭をとった。バー トン長老は，自分の化

学の勉強が神の法律に対 して，より感受性を

豊：かにさせることの助けとなったと信 じてい

る。 「私の論証は強め られて来ております。

なぜなら，科学において私は秩序を理解する

よう訓練されました。私たちの宗教では，神

は私たちの生活に真理を適用することで，自

ら証明することができる確かな真理を与えて 、

下さいます」と彼は述べている。

１９２７年から３０年にかけて，バー トン長老は

スイス， ドイツ伝道部で宣教師として働らい

た。後に，彼はローガンで監督及び高等評議

員 として奉仕 した。１９５７年彼は，西 ドイツ伝

道部を管理するためにヨーロッパへ戻った。

彼 とともにいる妻のプリース ・バー トンとは

１９３３年 ２月２３日にソル トレーク神殿で結婚 し

た。彼の息子ロバー トはスイスでの伝道を終 、

えた。１９６２年ヨーロッパ伝道部長 となる前，

バー トン長老は，１９６０年ユ０月９日に十二使徒

評議員会補助に任命された。１９６５年６月，彼

は西 ヨーロッパ伝道部の監督をすることにな

った。彼は次のように述べている。 「来世で

は，どれだけ多くの地位をあなたが受けたか

ではなく，どれだけ多くの人々をあなたが助

けたかが問題になるでしょう」と。

た彼の系図の仕事に関して， 「イエスま

がなされたことは私たちの働 らきや犠

牲を通 してどのように他人に奉仕できるかを

模範としてお示しになって下さった こ とで

す。私たちの死者の救いのための仕事におい

セオドァ Ｍ ・バートン

（十二使徒評議員会補助）

て，私たちは救主に従い，自分を救 うことが

できない人々のために，私たち自身が救い手

とならなければなりません」と述べている。

の行ないに比べれば， このようなこと彼

ばは僅少に過ぎない。彼については，

こう言われている．

「彼は神の王国に自己の忠誠を誓っている

人だ」 と。
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ボ イ ド Ｋ ・パ ツカ ー

（十 二 使 徒評 議 員 会補 助）

ラＷ ・パ ッカー 及 び エ ンマ ・ジ ェ ンセイ

ン ・パ ッ カー の ／１人 中 １０番 目 の子 供 と

して ， ボ イ ド ・パ ッカ ー 長老 は １９２４年 ９月 １０

日に 生 ま れ た。 そ の 家庭 は お金 以外 は あ らゆ

る もの に 恵 ま れ て い た。 彼 は 回復 さ れ た福 音

を家族 ぐるみで日常の宗教として受け入

れている中で教育された。福音は確かに

家庭をバラのように花咲かせていたので

ある。

一． 等学校中に，真珠湾が国家を戦争
局 へ と引きず り込んだ

。卒業 して直

ちに，彼はユタ州のブ リガム市でブッシ

ュネル綜合病院建築の請負をして働 らい

た。彼は空軍の予備役プログラムに参加

し２０才の時にパイロットとして 卒 業 し

た。その寂 しい宿舎で，彼は祈り真心で

涙しながら，入生の真の目的を追求する

ことに成功し，誘惑に抵抗することがで

きたら，自分を主にお捧げすることを約

束した。その後の訓練 も終えて，彼はハ

ワイに配置され，それからフィリピンへ

転属した。１９４５年１０月彼は 日本へ送 られ

そこでの暇な時に彼は他の軍人とともに

日本人に福音を教える機会を持った。

役か ら解放されると，彼はウエバー大兵

学とユタ州立大学で教育を受け，教育

学 士 と修 士 号 を得 た 。 彼 は ドンナ エ デ イ ス ・

ス ミス と結 婚 し ９人 の 子 供 に恵 ま れ て い る。

４８年 ， ジ ョー ジ ・ア ル バ ー ト ・ス ミス１９

は ， ボ ッ クス ・エ ル ダ ー タバ ナ クルで

あるインデアン学校を建てるためにブッシエ

ル病院を維持している市民たちを励まし，そ

こに出席している人々がこの計画を全身こめ

て行なうなら祝福されるということを約束 さ

れた。

ッカー長老は，他の人 と同畦に，これ
ノ湿
を個人的なチャレンジと受けとめた。

１９４８年に最初のインデアンの学生グループが

到着したとき，パッカー長老は，セ ミナー指

導者の一人であったが， Ｊ・エ ドウィン・ベ

アー ドは，これら学生のための教会プログラ

ムを発展させるよう指名された。このような

小さな端緒か ら， イ ンデ アン・セ ミナープ

ログラムが始め られ進展し，現在は教会を通

じて行なわれている。

ッカー長老は１９６１年１０月に十二使徒評
ノミ議員会補助

に支持された。そのとき，彼

は宗教セミナーの監督であり博士課程で勉強

し博士号を１９６２年 ６月にブＩＪガム ・ヤング大 ・φ

学で受けた。

１９６５年 ８月から彼はニューイングランド伝

道部を管理 している。

ッカー長老がかつて主に己れを捧げま
ノく す
と約束したことは，教会の青年教育

への意義深い献身をすることとなっている。

一 ナ ー ド Ｄ ・ブ ロ ッ クバ ン クの人 生

ノく
と人 格 に は， 明 らか に伝 道 活 動 の 精神

が 見 られ る。彼 が 大 き くな って か らは， 福 音

を 述 べ 伝 え る こ とに そ の人 生 は捧 げ られた 。

彼 が 話 す と き， そ れ は ， 熱意 に あふ れ， 主 の

御 業 を 愛 しす べ て の 同 胞 に福 音 を分 け与 え た

い と願 う確 信 に 満 た され て い る。 彼 は １９０９年

５月 ２４日 に， ユ タ州 ， ホー ラデ イ で， テ イ ラ

ー ・Ｐ とサ ラ シ チ ミナ ン トの 息 子 と して生 ま

れ た 。 彼 はユ タ州 立 農 業 大 学 に 入 り， 又 ユ タ

大 学 及 び ジ ョー ジ ワ シ ン トン大 学 で 学 び， そ

の研 究 は， 英 国伝 道 部 に召 され た １９２９年 に 中

断 され た 。 そ こで 一 年 間 地 方 部 長 で あ り， 彼

の最 初 の伝 道 活 動 を 始 め た の で あ る。 彼 は ま

た１９３４年 か ら３５年 にか けて ， ワ シ ン トンで ス

テ ー キ部 伝 道 に従 事 し， そ の 間 ま た 学 校 に 通

った。 １９３５年 １１月 １日 に， ナダ ・リッチ と結

婚 し， ５人 の息 子 と一 人 の 娘 に恵 ま れ た。

． ロ ックバ ンク姉 妹 は ， １９６７年 ８月 １日にフ

な くな った 。 ソ ル トレー ク市 の 建 築 家

と して よ く知 られた 彼 は， 社 会 に おい て も建

築 界 で活 躍 して お り， ソ ル トレー ク不 動 産 理

事 会 の 会員 で あ り， ユ タ州 建 築 協 会 の会 員 で

もあ る。 ま た 同 時 に グ ラニ ッ トス クー ル の か

つ て の校 長 で もあ った 。 彼 が 住 む と ころ は ど

こでも教会の召しを受け，それにはソル トレ

ークのウインダーワー ド部の監督だとかステ

ーキ部高等評議員であるとか，ホラデイステ

ーキ部長であるとか，ジョーダンバ リイ福祉

地区の議長であるとかの責任が含まれる。伝

道活動に対する大きな愛は，１９６０年から実 り

のあるものとして報われた。その時彼は，北

英国伝道部の伝道部長に召された。伝道部が

１９６０年１２月に分けられたとき，彼は新 しいス

コットランド及びアイルランド本部の伝道部

長 となり，１８ケ月後に新 しいスコッ トランド

伝道部が開設されその部長となった。１９６２年

１０月，十二使徒評議員会補助に召されたとき

まで，その職にあった。１９６７年にニューヨー

ク世界博覧会で，モルモン館が開かれたとき

総指揮者がブロックバ ンク長老であり，彼の

宣教師 としての熱意や情熱は，彼の指揮の下

で働 らいた多くの宣教師に感銘を与えた。何

百万人 という訪問者が，このようにして回復

された福音に接 したのである。世界博の閉幕

以来，彼はビジターズセンターにある展示場

を準備する仕事に召され，世界博で成功した

いろいろな考えを取 り入れており，福音の真

実陸を多くの人々に教えるために，今やなく

てはならない人である。

撫欝１響 惣
「饗

…，

し簸 懲、

磯蜘鯉

バ ー ナ ー ド Ｄ ・ブ ロ ック バ ン ク

（十 二 使徒 評 議 員会 補 助 ）

蕪
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ジェームス Ａ ・カリモア

（十二使徒評議員会補助）

年 間 もの 間 ， ジェ ー ム ス Ａ ・カ リモ何

アは ， アイ オ ワ州 の サ イ オ ッ クス市 の

支 部 長 ， オ ク ラホ マ 市 の支 部 長 ， 及 び西 オ ク

ラホマ地方部の地方部長であった。１９６０年１０

月２３日，オクラホマステーキ部のステーキ部

長になるなど，教会の会員を導き，相談相手

となって来た。カリモア家は，常に宣教師が

福音の偉大な教義を説 くことで彼 らの精神的

疲れをいやしよい食物を得ることができる，

いわば避難場所であった。１９６０年１２月にカ リ

モア長老は，中央英国伝道部を管理するよう

召され。オクラホマの人々は彼を単に繁盛 し

た家具店主としか考えていなかった し，また

彼がどんなに長い間，教会の責任を受けるた

めに個人的なことがらを犠牲にして来たかを

理解してはいなかった。 しか しなが ら彼はよ

ろこんで犠牲を払 った。教会のオクラホマで

の状態は本当によくなっていった。彼は１９６６

年 ４月 ６日に十二使徒評議員会補助として支

持 され，申央西部において教会のイメージは，

よいものとなった。彼は１９０６年 １月１７日，ユ

タ州でアルバー ト Ｌ．・カ リモアとルエラ ・

ゲッチカ リモアの問の息子として生まれ，１９

２４年１２月にカリフォルニアで伝道 し，ＢＹＵ

で勉強 し，そこ、では蛍生委員会の委員長をつ

とめた。彼は１９３１年 ６月３日にソル トレーク

神殿で，グレース ・ガー ドナーと結婚した。

彼 らはニューヨークへ行 き，ニュー ヨーク大

学で大学院のための奨学金を受け，ニュー ヨ

ークのギンブル兄弟社と１９３２年に家具仲介人

としての事業を始め， シカゴにあるマンデル

社とも業務提携を結んだ。１９３７年，彼はオク

ラホマ市のブラウンズにある家具仲介人また

その支配人 となった。オクラホマ市でのカリ

モア家は，彼らの息子や二人の娘を養育する

ためにユタ州へ行 くべきかどうかを考えた。「

第二次世界大戦はこのような引越 しを 妨 げ

た。１９４６年中央部州伝道部を旅行 していた時

に，ジョセブ Ｆ ・メリル十二使徒は，その

問題を聞いて言った。

「あそこは，主があなたに望んでおられる

ところです。子供を教育するためにＢＹＵに

送りなさい。彼はきっと教会の中での結婚を

します。ものごとはすべてあなたにとってう

まく行きます」と。

ならずして，カ リモア長老は，繁栄す
日 ることになる自身の家具店をオクラホ

マで開くために一軒の家を借りた。カリモア

長老は支部長，地方部長，ステーキ部長，伝

道部長，教会福祉委員会の会長，あるいは会

員たちの友人であり，，主の御業を日々に，

より多く為 してい く人である。

’

１９６７年１０月１８日夕刻７時 ５分アイビンス長

老の言卜報に接し，つつしんで哀悼の意を表し

ます。

アントニイ Ｒ・アイビンス

（七十人最高評議員会会長）

ントニイ Ｒ ・アイビンスについてど

ア ういうことを言うことができますか
，

とある友人がたずねた。

「アイビンス会長は神様のやさしい一人の

男とでもいえますかね。よくバランスのとれ

た温和な性格をもった……。彼は優雅で親切

で謙遜で，すべての人々と協力 して行ける入

ですね，教会の中でも日常の生活にあっても

つつましやかな物静かさがあり，自己を鍛練

した強 さが，その苦悩の時代を物語っていま

すね」

ントニイ， リッヂウエイ，アイビンス

ア は１８８５年 ５月１１日に
，ユタ州セン トジ

ョージで，アントニイ Ｗ ・アイビンスとエ

リザベス ・アッシュバイ ・スノウ ・アイビン

スの息子 として生まれた。若い時，しばしば

父のともをして旅行 し，馬の背の荷物には必

らず書物 と同時に鰭 があった。彼が１５才の

時，メキシコに移り，彼め父はジュアレッッ

ステーキ部の部長 とメキシコ移住民及び農業

会社の社長であった。彼はジコアレッツ ・ア

カデミイで勉強を続け，後にメキシコ市のジ

ュリスプルーデンス学校で学んだ。彼の父が

１９０７年１０月の一般大会で十二使徒に支持され

たとき，彼はソル トレーク市に移り，ユタ大

学に入学 し，後にミシガン大学で法律を学ぶ

ためにアン・アーバーに在籍した。

１２年 ６月２６日に，バイ．レー トエレン・１９

Ｄ ・ムニイと結婚した。彼女は１９６４年

１０月４日に没するまで，彼女の夫 とともによく

旅行 し，夫の責任を助けた。アイビンス長老

は，１９２１年から，３ユ年にかけて，ハワイのラ

イエにある教会砂糖園の支配人 となったが，

それまでユタで，牧場及び農場を経営 してい

た。１９３１年１０月の一般大会で，彼は七十人最

高評議員会の一員 として支持された。１９３１年

８月から１９３４年３月まで，メキシコ伝道部の

部長 として働 らき，スペイン語に教義と聖約

を翻訳 したレイ ・Ｌ・プラットの仕事を受け

つぎ，エ ドワル ド，バルデラスに助けられ，

１９４８年に教義と聖約と高価なる真珠のスペイ

ン語版が完成 した。

３４年に伝道から帰ると，アイビンス会１９

長は幹部としてフルタイムで，すべて

の勢力を教会に捧げ，１９６３年１２月１３日に， レ

ーヴィ ・エドガーヤングがなくなって以来七

十人最高評議員会会長として働 らいている。

生のあや，ユーモア巧みな話をおりま人

ぜて説教壇から福音の偉大な真実を話

すとき，その暖かさを感 じない教会のステー

キ部はない。教会が強 くなるよう助け，幹部

として召されて以来，教会が強 く成長するよ

うに，また会員たちや活動が大きくなるよう

にと見守っているのである。

（３４頁よりつづく）

らの大理石， しまめのうやめずらしい木材な

どの説明のパンフレッ トをもらい，他の場所

で建物の内装にその美しさを役立てることが

できる。

会本部の住所，ユタ州 ソル トレー ク市教

イース トサウステンプル４７番地は，教

会の会員に特別な意味を持 って来ている。未

来の宣教師には，ある封筒がよろこびで迎え

られ，心ゆくまで読み，繰 り返 し，記憶する

まで読み，生涯大切な物として保存される。

教会の会員は三代または四代を通 じて，第二

の半世紀の働 きを始めようとしているこの美

しい花 こう岩の建物の中か ら，指示や導きを

受けているのである。
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Ｓ ・デ ィル ゥ ォー ス ・ヤ ング

（七十 人最 高 評 議 員会 々 員）

４５年 ４月 ， デ イル ウ オー ス ・ヤ ン グが１９

七 十 人 定 員 会 に 召 され た と き， リチ ャ

ー ドＬ ・エバ ンスは イ ンプ ル ー ブ メ ン トエ ラ

で次 の よ う に述 べ た 。

「神 は教 会 の必 要 と時 代 の 要求 に従 い
，人

々を 資 格 づ け ます 」

この新 しい幹部は最初の頃次のように述べて

いる。 「男には働らきが必要なので開拓者た

ちは盆地に入植 したのだ」ここにその必要性

があり，そしてここに必要に応じる人間がい

たのだ。ヤング長老は，ユタ州オグデンのス

カウ ト隊長として働らいていたが彼がこの新

しい召しを受けたとき，その友人は次のよう

に述べた。 「やあ一，これは君にとってすば

らしいことだ。だが，君をとられたかわいそ

うなボーイスカウ トはどうするかね」と。そ

のオグデングループで少年たちとあるいは青

年たち，そのリーダーたちと一緒に働らいた

ヤング長老は，その働らきを世界へと伸ばし

ている。

ング長老は１８９７年 ９月 ７日に，ソル ト
ヤ
レークで，サイモアＢ・ヤング （二代

目） と，カー リイ ・ルイン ・ヤング・クラウ

ソンの息子として生まれた。彼はグレイニッ

ト高校で学び，１９１７年には生徒会の会長に選

ばれている。高校を終えて，彼はアナポリス

の合衆国海軍士官学校の テ ス トに合格 した

が，健康のために入学できなかった。彼は１９１８

年までフランスで第１４５回の芸術祭に加わり，

活躍ぶりを見せた。１６２０年に，中央州部伝道

に召され，帰ってからユ６２３年グラディーズ・パ

ラットと結婚 し，二人の子供に恵まれた。１９４４

年のベルギー異動で殺 されたディル ウ ォー

ス ・ランドルフとレオノブレインＰ ・パーキ

ンソン夫人 となっているレオノアが子供であ

る。妻グラディの死後，彼は１９６５年 １月 ４日

にハルダパーカー と結婚 した。１９４７年 ５月に，

彼はニューイングランド伝道部を管理するよ

う召 された。また彼の仕事に教会の若い人々

や帰還宣教師を指導する責任が与 え られ た

が，その人 々は一様に，彼が指導したことは

「主によりたのめ」であったと報告している。

ング長老は，散文と詩才に恵まれていヤ

て，その散文は明確であり美しい文体

で書かれている。詩も感受性豊かで人を惹き

つけずにはおかない。彼は，若い執事だった

とき，彼の監督であるジョンＤ ・ガイルズに

ついて，執事の仕事と責任を実によく知 らせ

てくれた人だったと語った。

十人最高評議員会のメンバーとして， 〆七

何十年間も教会の他の七十人たちや幹

部たちと働らいたが，大会に出席 している聖

徒らに話しかけるヤング長老は，七十人会の

仕事を本当に大切なものとし王国にとって非

常に重要なものまた個人にとって極めて権威

あるものとしたのである。

、 ル トン・Ｒハ ンターは，福音紹介にお
ミ いて深い影響を与え

てきた。例えば，

高価なる真珠，モルモン経の老古学，教会歴

史，その他多くを著わ し末日聖徒の心の中に

深い印象を与え，福音の真実性を立証してい

る。知識を渇望したことによって恵みを受け

た。彼は若い時から多 くの人々を感銘させて

いる。彼は１９３５年バークレーのカ リフォルニ

ア大学で歴史学の博士号を得た。有名な文献

学者であるが，歴史学者でもあるハーバー ト

・ボル トン博士と語り合
っていたとき，出し

ぬけにボル トン博士は次のように述べた．

「ハンターさん，私はあなたをユタの小さ

なモルモン教徒のセ ミナーなどで埋もれさせ

たくないね。あなたにはアメリカの偉大な歴

史学者 としての素質が充分ある。私はこの何

年かをあなたの研究をそのままに して無駄に

するために費 してきたのではない。もし心を

変えた ら我々はあなたがうけた期待や研究が

実るような有名大学にしかるべき，地位を保

証するのだが……」しかし彼の心は変 らずに

教会と家族に向いていた。彼はユタ州のホー

ルデンで，１９０２年１０月２５日にジョンエ ドワー

ドハンターとマーガレット・ティープルス ・

ハンターの息子として生まれた。彼は福音を

先ず，信仰深い両親から学び，学校卒業

期までに彼ができうるすべての知識を得

たいと望んだ。 しかしながら家の経済事

情が思わしくなかったので，いくつかの

大学のクラスで講義を聴いたあと学校教

師 となり，そうしたかたわ ら教育を続け

るしかなかった。彼は次第に宗教教育へ

彼の心を向け始め た。最終的に Ｂ．Ｙ．

Ｕ．から学士と修士の号を得たとき，彼は

ネバタの学校の校長であったし，ユタの

中学校の二つで校長をつとめていた。ま

た神学セ ミナーの校長でもあった。１９３１

年 り一ハイ市に住むフェーンガー ドナー

と結婚し６人の子供に恵まれた。彼は博

士号を受けるために勉強するかたわら神

学セ ミナーで教えた。やがて彼はローガ

ン・インスティチュー トの責任を受け，

研究 と著作の生活に入った。

ようど二，三年経って，彼は西アメリカち

の多 くの歴史雑誌に研究論文を書いた

が，ユタの歴史についての著書は今もなおユ

タ州のいろいろな学校の教科書 として採用さ

れており，また彼は教会歴史を題材として価

値ある本をいく冊か書いている。１９４５年 ４月

６日に，ハンター長老は，七十人最高評議員

ミル トン ・Ｒ ・ハンター

（七十人最高評議員会々員）

会に召され，彼の真理に対する探求は新 しい

段階を迎えることになった。今や２冊の本 と

数百の論文が，彼の教育を実りあるものとな

して，その働らきを永遠に記念 しているので

ある。
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ブル ー ス ・Ｒ ・マ ッコ ン キ イ

（七 十 人最 高 評 議 員 会 々 員 ）

の世で主が王国を築き上げんとして，
こ 榔 舶 と才能を離 礼 瀦 を宣べ

伝える特権を与えられること以上のものはな

い 。

十人最高評議員会のブルース ・Ｒ ・マ七

ッコンキイ長老のこの言葉は，彼の人

生を導いてきたものを指 し示 している。

マッコンキイ長老は， ミシガン州アンアー

バーで１９１５年７月２９日にオスカー ・Ｗ ・マッ

コンキイとビビアン・レッド・マッコンキイ

との問に生まれた。彼の父はミシガン大学で

法律を勉強していた。１１歳のとき，少年であ

ったブルースは，彼のまわりに兄弟や姉妹を

集めてモルモン経を読んであげたりした。

ル トレークに戻ってから，彼はＬＤＳ
ソ 高等学校に通い

。１９３４年から１９３６年ま

で，東部州伝道の召しを受けた。彼は，１９３７

年にユタ大学を卒業し，法律学士 号 を 受 け

た，１９３９年のことである６１９６７年 ６月にはそ

の同じ分野で博士号を受けた。１９３７年１０月１３

日に彼はアメリア ・スミスと結婚 した。彼女

の父はジョセブ・ブイールデイング ・スミス

である。彼 らには九人の子供がいる。彼は，

１９４６年ｉｏ月１０日に七十人最高評議員会に召さ

れた。

ツコンキー長老はユタ州弁護士会の会
マ 員であり

，現職の弁護士であり，市の

補助弁護士，検察官であり，米国陸軍の第 ８

厚生部隊諜報部付き将校等を勤めてきた。彼

は米国欧州大戦従軍軍人団に加わり現在は野

戦砲兵予備隊の陸軍大佐の職にある。

また長年の間，教会に対する軍人の最高責

任者でもある。また，南オース トラリア伝道

部の伝道部長をもつとめた。彼の聖典に対す

る知識と絶えざる研究は，教会のクラスにお

いて入々を魅了し，鋭いユーモアのセンスは

彼の教えをしたしみるものにしている。

会の説教にマッコンキイ長老は次のよ大

うに述べたことがある。

「この偉大な末日の王国の会員である我々

に平安を与えて下さる深い思いに対して報い

るためには主の律法の知識に通じな くてはな

らないと。 このように述べるところに彼の真

摯な働 らきの結果が吐露されるのである。

５１年１０月の一般大会で，．彼は次のよう１９

な経験を報告 している。

「６ケ月前，集会の厳粛な雰囲気の申で大

管長会が支持されたとき，私はここに座 って

おりましたが，主の御声がひそかに私の心に

きこえ，次のようにいいました。 「彼 らこそ

私が私の教会の大管長会として選んだ者たち

である』と。この証言は，御業の神聖さを証

しするものであります」と。この時の 「兄弟

たちに従え」というテーマ通りにマッコンキ

イ長老は彼の人生を兄弟たちに捧げているの

である。

ノ

ンクス長老はあの象牙の塔の感じ，と
ノ＼

りすました学者 という感じは持ってな

いですよ，と若い帰還宣教師がハ ンクス長老

についてたずねられた ときに答えた。

「ハンクス長老は，世の一般の人々ともよ

く接触しますし，彼 らの日常の楽 しみや機会

や経験をよく理解 しているように見えます」

物管理人や，秘書や子供の時からの友建

人や幹部たちのベ トナムから帰ったば

かりの兵士などに話をしてみれば，あなたは

彼 ら一人一人について関心をよせているハン

クス長老がいかに彼 らから愛されているかを

知 ることだろう。多 くの静かな戦場で，彼は

祖国に平和をもたらすために戦ってきた。勇

気を要する幾多の場面で，彼は人や問題に関

して正しい裁決を行 ってきた。

リオン・Ｄ・ハンクスは１９２１年１０月１３
マ
日ソル トレー ク市で，スタンリィ・Ａ

・ハンクスとマラデフレーム・ハンクスとの間

に生まれた。彼は１９４９年ハワイのホノルルの

マクスイン ・クリスチャンセンと結婚 し５人

の子供に恵まれている。彼 らの家庭には常に

人々が訪れて彼らは慰められ，心をいやされ

る。そのような人々のために，家庭が開放さ

れているのである。喝人種や，宗教的信条や身

分やその負っている問題に関係なく，見知 ら

ぬ人も暖 く家庭に歓迎 される。天父にお仕え

したいという願いはハンクス長老の人生を動

かす力である。執事になったときまだ若かっ

た彼は標準聖典を読むために夜遅 くまでおき

ていたことが幾度となくあった。能力に恵ま

れていたにもかかわらず彼は宣教師 として主

に仕えるために大学の特別奨学金 を断 念 し

た。だが彼はユタ大学の法律学部を卒業し，

法学博士号をそこから得ている。しかし彼は

法律で生きるよりも研究所やセ ミナーのクラ

スで教えることを選んだ。モルモン経と教義

と聖約をユタ大学のインスティテユー トで教

えていたとき，多くの人々の心を魅了し，そ

のホールー杯に人が溢れたのであった♂彼は

１９５３年１０月に七十人最高評議員会で働 らくよ

う召された。彼が見い出したよろこびは，光

と真理の探求によって人々を助け励ますこと

であるが，彼はインプルーブメント・エラの

青年担当編集者として，教会の若い人々に幅

広い影響を及ぼしているのである。

マリオン・Ｄ ・ハンクス長老について尋ね

た ら，す ぐに答えとして，彼の人格 の徳 性

と，その深い献身についての言葉がかえって

来るだろう。「彼は聞いてくれます」「大会で

マリオン ・Ｄ ・ハンクス

（七十人最高評議員会々員）

ビワ

の彼の話はいつも要領を得ています」「私は，

彼が最 も偉大な人々の中にあってどんなに安

らかな心を抱いているかを知っています」

「灯をつけながら通っていった道によって

点灯夫がどこにいるかがわかるのです」とい

うことばをあなたは御存知ですか。そのよう

にダブ・ハンクスがいるところには，必 らず

よい人々がいるんです。彼は本当に人々のこ

とを考えている人なのですから。

３１
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Ａ・セオ ドア ・タ トル

（七十人最高評議員会々員）

の母が６歳の彼に日曜学校の話を覚え彼

るようにと言 ったとき，彼女は，その

子供が後に世界中に語る者 となることを思っ

てもみなかったに違いない。 しかし， これは

彼女がしばしば語る， 「約束の子」としての

一人息子に対する彼女の信仰で もあった。

トル長老は１９１９年 ３月 ２日にユタ州マタ

ンタイでアルバー ト・トルビンとクラ

リン・モンテーツビールの息子として生まれ

た。母は奉仕の人生がいかに価値あるかを教

えた人である。若いときから雄弁な人との評

判の高かった彼は，高校や大学においては演

劇や歌劇なども卒先 して行い，生徒会の指導

者でもあった。神学部の先生とは親 しい関係

にあったので，北州部伝道を終えるとＢＹＵ

に入 り，宗教教育を徹底的に勉強 してみるこ

とにきめた。彼は学生生活の後半において宗

教教育の優秀な学生として賞を受けて著名に

なり，１９４３年 ６月２１日に，マーン・ウィティ

カーと結婚し， ７人の子供の両親 となった。

結婚後間もな く，彼は海軍に入り二年半勤め

た。彼は硫黄島のス リバチ山にかかげること

になっていたアメリカの国旗を手に入れるた

め船に戻った人であった。国旗の掲揚は伝説

化され，彫像となり，写真になり映画にさえ

なっでいる。

国後，彼はユタ及びアイダホでの神学帰

セ ミナーで教え，一方夏にはスタンフ

ォー ド大学で教育修士を得るために学んだ。

ネバダ州の レノでインスティテユー トのディ

レクターとして奉仕した後，１９５３年彼は教会

学校のセ ミナ リーやインスティテユー トのス

ーパヴァィザーに任命された。仲間は彼のこ

とを 「監督の仕事になみなみならぬ才能を持

ち，組織を完全に理解 し全体的な像を把握す

るまれな才能 」に恵まれた人 と評 している。

長い間，彼と親しくして来た人は 「学問的造

詣の深さと深い影響力は，彼のもつ隣人に対

する関心 と同情という特性と共にひじょうに

高く評価 されている」 と。

５８年 ４月１０日，タ トル長老は，七十人１９

最高評議員会に召された。 ３年後に彼は

南 アメ リカの伝道部長に召され，そこで彼は

４年間に二万人から四万人への会員増加を示

して教会活動を助けた。現在は北アメリカの 〆

スペイン語伝道部の監督の働きもしている。

福音伝道に対する生涯をかけての情熱は主か

ら認められている。タ トル長老は主の王国の

偉大な教育者である。

二次世界大戦中にグアム島の壕の中で第

おそれおののき傷ついた若い兵士は，

極めて厳粛な問題の答を得たいと強 く願って

いた。死が多くの仲間の生命を無駄にするの

をみて，彼は心にわきあがる考えをおさえる

ことが出来なかった。神はいるのだろうか ？

末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会は真の教会な

のだろうか。深い問いと恐怖の中でポール ・

Ｈ ・ダン長老は熱心に謙遜に祈った。この経

験について彼は次のように述べている。

「すぐに私の心に優 しいみたまが入り，慰

められて，神が存在し，イエス ・キ リス トの

教会は再びこの地に建て られたという確信が

あった」と。ダン長老は，１９２４年４月２４日ユ

タ州のプロヴォで，ジョジュア・ハワル ド・ダ

ンとジエネバ ・ロバーツ ・ダンの間に生まれ

た。彼は，若い時スポーツを愛する心をもち

ベースボールをよ くしたが，ロスアンゼルス

の高校チームでプレイしたあと，投手 として

セ ントルイスカーディナルスと契約しパイオ

ニァリーグと，パ シフィックリーグのフアー

ムにいた。戦争は彼の野球歴を妨げた。戦争

後，彼はカーディナルスと契約 して投げはじ

めたが鎖骨を折ってしまった。十分になおり

きるチャンスはなく，しかも日曜日に野球を

することに対する考えもあって彼は教育 と

いう他の分野へ方向転換 した。 ダ ン長 老

は，チャップマン大学に出席 し１９５３年に宗

教学士を受けて卒業 した。次の年，彼は南

カリフォルニア大学から修士の学位を受け

た。一方彼は改宗 してバプテスマを受け，

チャップマン大学の学長の娘であるジー ン

・チェヴァー トンと結婚 し三人の娘の父親

となっている。そしてロスアンゼルスのセ

ミナ リー教師 として教会学校の経歴をふみ

出した。彼は，セミナリーの南カリフォル

ニア副責任者 として奉仕 し，次に南カリフ

ォルニア大学にあるインスティテユー トの

スーパヴァィザーとなった。１９５９年彼はま

た南カ リフォルニア大学か ら教育博士号を

受けた。彼は，１９６４年 ４月 ６日に七十人最

高評議員会に召されたとき南カリフォルニ

アのインスティチュー トすべての総責任者

として奉仕 していた。教会での教育計画に

おけるダン長老の経験は，最近の青年及び成

人の要求や関心に対する彼の最近の深 く鋭い

洞察力を養った。彼は青年と，彼 らが抱いて

いる問題についての知識や自分の経験を活用

しながら，補助組織で用いる多くのレッスン

を書いた。

ポール ・Ｈ・ダン

（七十人最高評議員会々員）

＿ れらの見識 と陽気な人柄は，教会の現
一
在の責任に価値ある宝となっており，

その責任の中には Ｌ．Ｄ．Ｓ，学生協会国際会

長としての奉仕も含まれている。
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ノ

ジ ョン ・Ｈ ・ヴ ァンデ ンバ ー グ

（管 理 監 督 会 監 督 ）

世紀の後半オランタのロノテルダムか１９

らはるかソル トレー ク峡谷へ向けて船

に乗り込む移住民の一団があった。彼らは末

日聖徒イエス ・キリス ト教会に改宗した人々

で あ った 。船 の 上 に は ，ハ ノサ ム な青 年 ター

ク ・ウ ァ ンテ ンハ ー クが い た が， 彼 は， や

が て マ リア ・ア ル ケ マ に心 ひか れ た 。 彼 ら

の ロマ ンス は花 咲 き，ユ タ に到 着 した 後 ，ソ

ル トレー クの エ ン タ ウ メ ン トハ ウ スて結 婚

した 。 彼 ら に は ６人 の 子 供 か生 ま れ た が，

その う ちの 一 人 か ｉｇＯ４年 １２月 １８日に生 ま れ

た 第 ９代 目の 管理 監 督 とな った ノ ヨ ン ・ヘ

ン リー ・ウ ァ ンデ ンハー ク てあ る。 ウ ア ノ

テ ンハ ー ク家 は， オ クデ ンに入 植 した 。 後

に ウ ァ ンテ ンハ ー グ監 督 は 自分 に 影 響 を 与

え， 生 涯 に わ た る生 き方 を 示 して くれ た も

の は ， 自分 の 両 親 に よ って 示 さ れ た愛 と奉

仕 の模 範 て あ った と述 べて い る。 彼 は若 い

頃 か ら， 経済 を彼 の生 涯 の仕 事 に決 め て い

た。 彼 は ウ エ ハー ア カ テ ミイて 学 び 通 信教

育 や夜 学 で学 び なが ら， 事 業 や 経 営 に お け

る専 門 家 とな った。 １９２５年 彼 は オ ラ ンタ伝

道 に召 され ， そ こで 彼 は伝 道 本 部 書 記 と し

て働 らい た。 彼 が愛 ら しい オ ラ ンタ の 婦 人 ，

ア リエー ナ ・ス トー ク と あ った の は ロ ノテル

タ ムの 伝 道 本 部 に おい て て あ った 。彼 女 は 間

もな くユ タ州 へ移 住 し， １９３０年 ６月 １８日に ソ

ル トレー ク神 殿 て 二人 は結 婚 した 。 現 在 二 人

の 娘 か い る。

クテンに帰 って，ウアンテンハーク監
オ 督は

，オクテンユニオン倉庫会社の仕

事に関係した。１９４０年彼はテノハーに転勤 し

たか，そこでの主たる関心は，織物と牧場に

あった。彼は工９５０年に視聴覚関係の仕事に入

った。彼は１９５５年，教会建築委員会の経理担

当の副会長となった。

の人生を通 して， ウァンテンハーク監彼

督は，教会に献身的てあり召されるす

べての職ワー ト部 コーラスの指揮者，長老定

員会のカウンセラー，ステーキ部伝道部長な

とによろこんで仕えた。彼は先すテンハース

テーキ部長会の第一副ステーキ部長となり次

にエンサインステーキ部長会の第二副ステー

キ部長となった。１９６１年 ９月３０日彼は管理監

督に召された。

彼は管理監督として，アロン神権を管理す

る鍵をもっている人てある。若い少年たちに

とんなことを忠告したかを尋ねたとき，彼は

次のように答えた。 「両親に心を向けて生盾

することと，彼 らの助言を尊ぶことてす」 ノ

ヨン・ウァンテンハーク監督は，移住民てあ

る両親が彼の人生において最大の力となって

いることを長い年月を通して知っているから

こそこのように述へるのである。

ハー ト・Ｌ・ソンプソン監督は，いつ

口 も微笑を浮か
べており，あたかも “私

はあなたをもっとよくする方法を知っていま

すのてそれを分ちあう機会を求めています、

と語 りかけているようてす． ンンプソン監督

は１９１５年 ８月８日に ソル トレーク市てヒー

ハー ・Ｃ ・ノノブノノとリリー ・Ｃ ・リーサ

ム ・ンンブソノの息子として生まれた。家族

は南カリフォルニアに移 ったか， このとき彼

は ５歳てあった．サンタセニカ市立大学を卒

業後，ニューノーラント伝道部て働らくよう

召され，ユ９３７年 ４月１４日に本国を離 れ る と

き，彼は ぐあなたはこれから行って働 く国の

人々についての知識を恵まれる、という祝福

をもらった。伝道をしてニケ月目に，彼は家

に帰 っていて，家族の者とすわり，ワー ト部

の人々もいてお互いにマオ リ語て話 していた

かそれを自分か理解できないでいるという夢

を見た。目をさまして，彼は二つのことを老

えた。自分がもっとマオ リ語を学ばなけれは

ならないということと，この言葉の知識か，

伝道を終えた後も彼にとって価値かあるとい

うことである。彼はそれを実行 しまもなく祝

福の約束は成就されたのてある。

第二次世界大戦が始まったときシンプソン

監督は，空軍に転入された。彼は前線に送 ら

れるということを知って，それか南太平洋て

あればと思った。そこで再びマオリ人と働け

るかも知れないからてある，にもかかわらず

彼の所属する軍隊はエノプ トに派遣された。

４８時間の中に隣接の基地に，ニュー ノーラン

トからの完全なマオリ大隊かいることを知っ

た。南太平洋諸島の人々はホームソノクにか

かっており，彼らは， ノンプソン監督：と彼 ら

の言葉て話すことのできる時間を非常によう
’
こんだ。１９４２年 ６月２４日，彼はノエレイア・

キャス リン・チャントラーとア リソナ神殿て

結婚した。彼女はオクテン生まれてあるか南

カリフォルニアて育 った入てある，彼らには

二人の息子と一人の娘がいる。ソンプノン監

督はインクルウノト （カリフォルニァ）ステ

ーキ部の高等評議員として奉仕 し，次にワー

ト部の副監督となりステーキ部伝道部長とな

り，ステーキ部ＹＭＭ ＩＡの会長となって彼

は２０年間ずっと，パ ソフィノク電話会社につ

とめた。多くの帰還宣教師は，家族と一緒に

またその伝道地に戻 りたいという希望をもっ

ている。 ロバー ト・ソンプソンにとってもそ

うであったが，彼は１９５８年 ６月２８日にニュー

シーラント伝道部の伝道部長 として再びか っ

ロバ ー ト・Ｌ・シ ン プソ ン

（管 理 監 督 会 第 一 副監 督 ）

ての伝道部を訪れた。彼のその伝道中に，一

つの神殿と一つの大学が献げられ二つのステ

ーキ部か組織された。彼は１９６１年１０月の一般

大会て管理監督会の第一副監督として召され

た。 この責任で，彼は教会の実際的問題を取

り扱 っており，教会のすへての人々，特に若い

人々によせる彼の関心は大きなものである。
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ビクター ・Ｌ・ブラゥン

（管理監督会第二副監督）

は９歳の時，両親とのシー リングを行彼

うために弟と一緒にアルバータ神殿を

訪れた。 「私は今でもおぼえています。それ

はまるで昨日のことのようです。その儀式の

意味はよくわかっておりました。今までのど

んな経験よりも私の心に大きな平安をもたら

しましたから」と彼は追想する。 また 「その

指定された日に，私は高い熱におかされてし

まいました。私の父母はその指定日に行かな

いことも考えましたが，私は一日も遅 らせな

いようにと両親に話 しました。私はぜひとも

儀式を受けて今も永世にも私の両親 と共にい

たいと思いました。若いときのこの経験が ビ

クター ・Ｌ ・ブラウン監督の教会に対する奉

仕と愛の生涯の舞台を作ったのである。彼は

１９１４年 ６月３１日，カナダ，アルバ７タのカー

ドス トンでジエラル ドＳブラウンと，ヒュー

・Ｂ・ブラウンの姪であるマギー ・リィ ・ブ

ラウンの息子として生まれた。１６歳のとき家

族はソル トレーク市へ移り，彼は南高校，ユ

タ大学，ＬＤＳ実業大学に通った。またバー

クレーのカリフォルニア大学でも学んだ。１９

３６年１１月に彼はロイズ ボクジアーと結婚 し５

人の子供に恵まれた。彼の教会での成長は，

着実で，神権定員会や補助組織の指導者，デ

ンバーの第四ワー ド部監督，またデンバース

テーキ部長会の副部長として奉仕したが，そ

囁、

の仲間の副部長には後に管理監督となったジ

ョン・Ｈ ・ヴァンデンバーグもいた。４０年に

彼はユナイテッド航空で働らき始め，ワシン

トンやデ ンバーやシカゴで２１年間重要な職に

あって働 らいた。１９６１年 ９月にシカゴで予約

係の監督をしていたとき彼は次の朝早 くソル

トレーク市のマッケイ大管長とあうことがで

きるかどうかという問い合わせの電話を受け

た。マツケイ大管長の個室で，管理監督会の

副監督として奉仕するよう依頼されたときの

自分に深くそそがれていた予言者のまなざし

を彼は思い出す。

「その瞬間，唯一人の偉大な御方が私に奉

仕するよう依頼されている。それは救い主御

自身であるという考えが，私の心をつ らぬい

た」ブラウン監督は１９６１年９月３０日に新 しい

召 しに支持されユ９６１年１０月６日から働き始め

た。彼の新しい責任や割当ては翻訳や出版や

教会の，デイス トリビュー ション組織 （配送 〆

組織）を確立することなどであって，それは

世界の多くの伝道地域を網羅 した１２ケ国語に

も及ぶ責任なのである。

教 会 本 部 建 築 ５０周 年 記 念

会本部の建物はイース トサウステンプ教

ル４７番地にあり，世界で最も美 しいオ

フイスビルのひとつであると言われて来た。

しか しそれ以上のものであることは言うまで

もない。それは教会の幹部が事務所をもって

おり，全教会員に及ぶ重要な決定をするとこ

ろだからである。多くの冬テーキ部長や監督

が相談 しに来るところであり，教会の会員が

来るところであり，導きを受けるところであ

る。宣教師が四階の宣教師部へ，熱意に満た

されて来るところであり，デ ビド・０・マ ッケ

イ大管長が，国家や世界の指導者と会見する

ところである。基礎石は１９１４年に置かれ，建

物は１９１７年，六代目大管長ジョセブ・．Ｆ・ス

ミスの時代に開かれた。ス ミス大管長は１９１８

年１１月に没するまでそこに事務所を持 ってい

た。建物は，かってはブリガムヤング大管長

の所有物であった±地に建てられたがビーハ

イブハウスとライオンハウスの西部開拓者の

二軒の家に隣接 している。外部の壁はソル ト

レーク神殿の花 こう岩 と同様に，それより南

東２５マイルのところから運ばれた花 こう岩で

つ くられている。建物の優雅で心楽しいスタ

イルは，ギリシァのイオニア式であって，２４

のイオニア風の円柱がビルの周囲をとりまい

て柱廊を形作っており，各コーナーには重い

塊石が用いられている。美 しい数々の彫刻を

ほどこしたどっしりと重いなげしが各円柱の

上にのっている。建物は地上五階，地下一階

で高 さ約２７メー トル，幅が約３０メー トル，奥

行５０メー １・ルの長方形をなしている。４５１７個

の花こう岩でこの建物は作られており，基礎

石に用いられている最大の石 は ８トン も，

あり，合計 ６，２０５トンの石が使われている。

建物の南にある正面玄関にさしかかるとブロ

ンズの格子戸があって，建物が開かれている

時壁にすべり込んでいる。 これらの後方に，

一対の固形 ブロンズとガラスの ドアがあり
，

同様にブロンズ製の枠でできている。それを

開くと，白い大理石の床とユタで産出する黄

金色の大理石でできた壁のある入口の広いホ

ールへと通 じている。

口の北側には大 レセプションホールが入

あり，その床も大理石で敷 きつめられ

壁はユタ産の金色の大理石でたてじまの１６枚

の石でできている。この階の最北端には，大

管長会の部屋があり，クル ミ材 と大理石で美

しく仕上げられている。東側の壁には，白い

石灰石でつくられた暖炉がある。

階の西側には，幹部たちが集まって教

会の諸問題を討議する大広間がある。

この部屋は，ほぼ大管長会の部屋と同じ大き

さで，大理石の炉のあるユタの大石灰石でつ

くられた暖炉が人目をひく。建物が新 しいと

きは終日火がたかれていた ことだろうとしの

ばれる。

＿ デビド・０ ・マッケイ大管長の私室は
ア ー・階の北角にある

。 ここでは，ジョセ

ブ・Ｆ ・スミス， ヒーバー 。Ｊ．・グラント，

ジョー ジ・アルバー ト・ス ミスの歴代大管長

が教会とこの地上の王国を導くために予言者

が しなければならない種々の決定をするため

に働らいたところである。

階のエントリイホールから，美 しく曲

線を描いた大理石の階段が十二使徒評

議員会の人々のオフィスへと通 じており，教

会大祝福師，十二使徒評議員会補助，七十人

最高評議員会，管理監督会，教会歴史家その

他のオフィスもここにある。

全教会大会のとき，この建物は，文字通り，

そこに入る機会を得ようとする教会の会員で

あふれる。その他の機会には，セ ミイナ リイ

の学生グループや，他のグループが旅行にて

来て立ちよったり，ここに保存されている教

会の歴史記録を見に来たりしている。いつ来

ても歓迎 される旅行者は，合衆国，ホンジュ

ラス，コーカサス （南 部 ロ シア）の各地か

（２９頁 につづ く）

３４
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する兄弟姉妹の皆さん愛

私たちはまことに祝福されま して，このたび新 しくユニファイ ド・マ

ガジン （名称は従来通 りですが英語を使わない国々のために記事を統一 して教

会本部から出す雑誌）を手にし，世界の他の伝道部に仲間入 りをすることにな

りました。私は皆さん一人一人がこの本のすみからすみまでお読みになって，

教会のいろいろな指導者の勧告や教えや助言により，御自身を啓発されますよ

う希望致 します。

△ や私たちは教会の出来事に遅れをとることなく，最新の情報をいちはや一７

く知ることができるのであります。教会には，インプルーヴメン ト・エ

ラ，インス トラクター，扶助協会の雑誌，’チル ドレンズフレン ドという各種雑

誌があ りますが日本語に訳されぞおりません。そこで毎月 これらの雑誌から選

ばれた記事が私たちのために翻訳されることになったのです。 この本の表紙と

記事は毎月教会の機関紙 として，世界中の伝道部で編集 され，印刷され，それ

ぞれの国語に翻訳されるのであります。私は皆さんが自分自身の予 約 を され

て，毎月楽 しみにお待ちになりますように望んでおります。

月私たちは特に恵まれて，使徒スペンサーＷ．キンボール御夫妻を ３日先

間この伝道部にお迎へ しま した。御夫妻はオース トラリアのお仕事の帰

途 日本にお寄 りにな られたのであります。私たちは御夫妻にその短い滞在中に

できるだけ多 くの聖徒たちに会っていただこうとして，東京，大阪，北海道で

特別集会を開いたのであ ります。

夫妻はどこへ行かれてもすばらしい歓迎をうけ，皆さんの福音に対す る御

強い証を感 じられたことを心から感謝 してお られました。御夫妻はまた

日本の聖徒たちとその強い熱情とすばらしい歌声に深 く感動なさいました。

私たちは皆 さんが御夫妻の訪問を思い出多いものにして下さいましたことを

心か ら感謝致 します。主が常に皆さんを祝福されますように。

３５
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ウ エ ル カ ム スペ ンサ ー Ｗ ．キ ム ボ ー ル 御 夫 妻

〆

ノ ．

これが握手だ。日本の兄弟よ

世界の同胞の手を握 って来た暖い手【ま，

今，日本の兄弟たちに差 し伸べられた

使徒御夫妻を迎え

伝道部長会始め

聖徒たちの顔はほころびる

３６
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日本の第一夜を伝道本部べ

つかの間も名残を惜しんで

後を追う聖徒たち

何 と美 しい日本の花よ

大莉なで しこが捧げる花に見入 る

キムボール使徒と黒髪の姉妹にほほえむ

キムボール姉妹

私にも主を偲ばせるその柔和な手を

順番を待ちきれぬ

聖徒たちの顔々々・・

日本の神権指導者たちよ

教会は今一大飛躍の時機ですそ

神権を身に帯びて強 く立上 り１

なさい。いつ，誰が何をど

のように，何のために，．

指導者はいつも具体的

実際的な指導を与え

るように

３７

峯

」
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翻訳事業部設立の動 き！

かねて発表 されていた極東に

おける翻訳事業も １月に開かれ

た ソル トレー クでの オ リエン テ

，「一シ ョンに引続 き着 々とその準

備 が進 め られて お り，来 る ３月

１９日の ブ ラウン副 監督 の来 日を 戸

期 に正 式 に 発 足 す る 予 定 であ

る。 翻訳 事業部 の 目的 は１８３３年

３月 ８ 日 予言者 ジ ョセ ブ ・ス ミ

スに よ り主 が啓 示 され た 「その

日イエス ・キ リス トを啓示 す る

た めに彼 らの上 に注．が る る ｒ慰

め主』 の施 した も うに よ りて こ

の能 力 を授 け られ た る者 た ちの

口よ り， あ らゆ る人 々は己が 国

語 と己 が言 葉 にて完全 な る福音

を 聞か ん。」（教 義 と聖約 ９０：１１）

とい う啓示 を実 現す るたあ の も

ので あ り， このた び大管 長会 が

管理監 督会 に特 に この 旨を指示

され た もので あ る。 す なわ ち極

東 の人 た ちに完 全 な福音 を それ

ぞ れの 国語で学 ぶ ことがで き る

よ うに 手 助 けを す る ことで あ

る。 これ は教会 の完 全 なプ ログ

ラムの翻訳 ， 印刷， 出版１ 配付

を担 当 す る機 関で あ る。

翻 訳 事 業 部 組 織 図・

大 管 長 会

管 ．理 監 督 会

（ブラウン副監督）

聖

全 教 会 翻 訳 事 業 部

」．トーマ ス フ ァイア ン

一ジ ／ １
＼ ＼ ＼一

ヨー ロ ツパ 地 区

ジ ョ ン Ｅ．カ ー

　

１太 平 洋 地 区１

デ ィモ ン トＷ．クムズ

中 南 米 地 区 ｌ

Ｊ．トー マ ス フ 。 イ ア ン ｉ

（暫定） ｉ｝＼
＼ 〆

極 東 地 区

渡 辺 罐

南 太 平 洋 地 区

ウイ リア ム ロバ ー ツ

＝

ｉ翻．

（東 京 デ ィ ス トリ ビ ュ ７ シ ョ ン セ ン タ ー）

　

訓
印刷
出版

日 本 語

コ ー デ ィ ネ ー タ ー

（近 く正式任命予定）

韓 国 語

コ ー デ ィ ネ ー タ ー

イ ン サ ン ハ ン

中 国 語

コ ー デ ィ ネ ー タ ー

イ ン グ カ ト ヒ ン

翻 訳 員 ６名 髄 訳 員 ６名 圏 訳 員 ６名

醐
１

ス タ

ッフ

ｌ

ｌス タ
ｉツ ｚ」

管理監督会ブラウン副監督と打合せをする役員たち

前列左より ブラウン副監督 ファイアン兄弟 （事業部長兼中南米地区担当）

後列左より 渡辺罐兄弟 （極東地区担当） クムズ兄弟 （太平洋地区担当）

カー兄弟 （ヨニ ロッパ地区担当）
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聖 な る 翻 訳 の 仕 事 に

た ず さ わ る に あ た り

翻訳事業部翻訳員 渡 部 正
雄

代の啓示，教義と聖約第九十章十一節現 ．

に基いて始められた，この翻訳事業部

が今やこの極東伝道部にも始められましたこ

とを心から感謝致 しております。そしてこの

重大な召 しを受けた者の一人としてこの大き

なお恵みに限りない喜びと感激を覚え感謝の

念に堪えない次第であります。そして一意専．

心，私の生涯をかけてこの尊い召しに献身努

力 して行きたいと念願しております。私の知

識の足らなさからこの任事の如両に困難であ

るか，またその責任の如河に重大であるかを

よ．く知っています。私としては， この大切な

神のお仕事にたずさわるに当って，まずへ り

くだって神に祈り，みたまの導きと助けを祈

らずにはおられません。常に心身を清め神に

祈り，みたまの助けによって， この尊いお仕

事をできるだけ正確に且 迅速に為すよう，最

善の努力を尽したいと念願しております。 こ

の仕事にたずさわる時いつも言い知れぬ喜び

と幸福感に充たされますζとを深 く感謝 して
ノ おります

。

「お前たちが同胞のために務めるの は， た

だお前たちの神のために務めるのであること

を悟 らせるためである」 とベンジャミン王は

教えました。 この尊いお仕事を通 して同胞に

奉仕することによって，主の栄光をこの国に

もたらすことに献身精進 して行き度いと念願

致しております。

度翻訳事業部の東京ディス トリビュー今

ションセンターの長に召された渡辺駐

副伝道部長がソル トレー クで教育を受けて帰

って来 られてから，着々とその陣容が固めら

れ北海道から曾て札幌の名支部長として又地

１｝ 方部長会会員 として活躍 し，現に長老定員会』
『 の会長であ

った松下兄弟が永年の高校の英語

の教職を離れて馳せ参じ，又既に一年余り翻

訳を手伝 っておられた東京東支部の才媛増田

姉妹，本春めでた く青山学院英文科を優秀な
．
成績で卒業された東京中央支部の可憐な小黒

姉妹，南の方からは西宮の名支部長坂井兄弟

が群是産業の要職を惜し気もなくふ．り捨て，

又新進気鋭の秀才八木沼兄弟が共に手をたず ．

さえて到着，ほんとうによき指導者の下に兄

弟姉妹力を合せ助け合って この尊いお仕事を．

する一日の喜びは，到底筆に表すことができ

．ません。尚北海道で目下 ドクタ．一．コースをふ．

んで居られる札幌支部長潟沼兄弟も現地でお

．手伝い下さることになっており，鬼先生の「偉

名」を持つと云われる北海道英語教育界の重

鎮福原兄弟も側面的．に種々援助して下さ．るこ

．とになっております。又坂井兄弟に代って新 ．

しく西宮支部長になられた沼野兄弟もこの仕

事に召されておりますが，事情により現住所

に在 って この仕事にたずさわられます。

く私たちは翻訳事業部後見役 ブラウン近

副監督，ファイヤン全教会翻訳事業部

長，クムズ太平洋地区担当マネジャ」を迎え

てセミ≠一を受け，間もな く新しい事業所に

移 って本格的に仕事を始めて行くことになっ

ております。何とぞ全伝道部の兄弟姉妹お友

だちの皆さまの絶大な御指導御鞭錘をよろし

くお願いします。．

松 ・下 泰 洋

は末日聖徒イエス ・キ リス ト教会とこ私

の完全なる福音を心から深 く愛するも

のであります。１９３９年 ユ月 １日雪深き札幌の

地に，主の御旨により生をうけて以来，私の

試練と霊的経験の多くはことごとく寒さ厳 し

い真冬にやってまいりました。四才の時の父

の死，七才の時イエスを初めて知 ったこと，

真の教会を知りバプテスマを受けたこと，厳

しい現実として迫って来た大学入試の準備，

永遠の伴侶どの出逢い，』最初の子供の誕生，

支部長，副地方部長，長老定員会会長への召

し，そして今日この全時間をもって翻訳事業

につく任命など，すべてが厳 しい冬の真最中

に起った出来事であり，この季節に起る出来

事は，私の人生にとって特別な意味を持って

いるように強く感ずるのであります。私は文

字通りの 「道産子」であり，その意味でも冬

をただひたすらに愛するものであります。冬

は冷く，厳 しく，情け容赦なく私を試 し鍛えま

した。けれどもそれはまた私にとって，やさ

しく，恵み深 く，、活気にみち，挑みかかって

くるもののようであり，神聖で栄光に輝 くも ．

ののようにさえ思われるのであります。私は．

主郷 の季節樋 ：じて私を訓練趣 ・祝概

て下さったことを心から感謝せずにはおられ

ません。私はこの回復された福音により，私

が何故，今日この地上にあるかを知 り，．折 り

にふれ感謝の涙を流すのを禁ずることができ

ません。神 と御子 と聖霊が実に生きてましま．

すこと牽証 し致します。私はこの教会を知っ

．て１３年いつも座右φ銘 とし．て信 じ愛 してきた

ニーフ
．アイの証 しを心から支持 し皆さ／レ１と重

ねて証 しするものであります。、「私は主が命

じたもうたことを行って行う。私は，主が命

．じたもうことには，人がそれを為しとげるた

めに前以って ある方法が備えてあり，それで Ｌ

なくては，主は何の命令も人．に下したまわな■

いことを承知 しているからである」 （ニーフ

アイ第一書 ３：７）。・

はこのたびの仕事にまこ≧に適 しくな私
．
い，能力ない器であることを知ってお

ります。 しかし私は盲人であっても主が手引

きをなさって下さるならどこへでも行けると

信んじて疑いません。私は今までもそうであ

りましたが，今ほど主のたまものと助けを必

要としてい．る時はない．と感じております。ど

うぞ皆さんがお祈りなさる時に，私の弱 さの

ためにも主に助けを求めて下さるなら私はも

とより主御身もお喜びになられることと確信

．致 します
。これから私たちがする仕事はこの

国のすべての人々のためになされる主の御業

の一部であります。私にはこの仕事のために

天の窓を開かれて主が，私たちがその導きと

恵みを謙遜に願い求めて働 らく時に，あふる．

．る恵みをこの極東の人々４）ために降 らさんと

備えておられる姿がまぶたに浮んで．まいりま ．

す私は大管長会ならびに管理監督会がこの地

に主の啓示を実現するためになされたお導き

に対して心から敬意 と感謝を捧げるものであ

ります。また私たちの仕事の直接の指導者で

あ、るファイアン，．クムズ，渡辺罐の各兄弟に，

また私の信仰の故郷であり，私を今日まで愛

し育んで下さった札幌の，あるいは北海道の．

兄弟姉妹に，またこの突然の召 しのために快

くお送り下さった職場の理解ある方々に，ま

た特に愛と理解を持 って今 日の私をあらしめ

てくれた家族に対する，言葉に言い尽せぬ謝

意と讃辞とのために，主がこれらの方々のた

めに豊かな祝福をお与え下 さるように，救い

主イエス・キ リス トの御名によりひたす ら祈

りを捧げると共に，これらのことを証 し申し

あげますσ

、． ・．踏
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室 蘭 室蘭市幸町 １２二 ９

電 話 （０１４３－ ２－ ７０５４）

小 ・ 樽 小樽 市富 岡町 １－３５「

電 話 （０１３４一』２－８２２４）

札 幌 札幌市南２０条西１６丁 目
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浜

福島市旭 町 ４－１５・旭荘 アパー ト７

電話 （０２４５２－ ３「３６０２）

高崎市並榎 町 ２７５

電話 （０２７３－２２」７１２１）

甲府市 中央 ３丁月１２－ ２

電話 （０５５２磁 ３－２４０９）

松本市 開智 １－ １一’６

電話 （０２６３４一 ３－８０９３）

新潟市 明石 通 ３－４０一、１

仙 台市光禅 寺通 り２８

電話 （０２２２－２５「０８９７）』東京都港 区北青 山 ３－ ６－ ４

電話 （０３－４００－３３０７）

東京都 中野区江原町 １－ ８－１４

電話 （０３－９５３－８２４４）

東京都 江戸川区西小岩 ５－ ８－ ６

電話 （０３－６５８－７３１０）

東京都大 田区南千束 町 ２－２５－１１

電話 （０３－７２９－６３１１）

東京都 武蔵 野市吉祥寺 東町 １－ ７．一 ７

電言舌 （０４２２－２２－９８７６）

山形市．七 日町 ４－１２－２３

電話 （０２３６２－ ３－３３８０）

横浜 市港 北 区篠 原町２９

電話 （０４５－４０１「８７７２）

雅 歌 ２ １１～ １２

名 古 屋 北 名古屋市昭和区北山町 ３－４１

西 ノ 宮

岡 町

岡 山

三 ノ ・宮

高 松

柳 井

電話 （０５２－７３１－４２１０） ’

兵庫 県西 ノ宮市仁 川 町 ４－５４

電言舌 （０７９８－５１－０１４１）

大阪府豊 中市岡町北 ２－１８

電話 （０６８－５２－１２３６）

岡 山市学南 町 １－１３－１１

電話 （０８６２－５２－３５６０） 毛

神戸市灘 区篠 原本町 ４’一３５

電話 （０７８－８６－２６０２）

香川 県高松 市末広町 １－ ８

電話 （０８７８－５１－４７０８）

山 口県柳井 市今市 ３９ｒ

電話 （１０６申込柳 井 ） ７

く ’ １’憾

響 １
聖；

九 州 地 方 部 「

福 噛岡 福 岡市浄水 町４６ ’

③ 電話 （０９２－５２－８６５３）
北 九 州 北九州市小 倉区東和 町 新井 ピル４０３

電話 （０９３－５５－４６５９）

熊 本 熊本市新屋 敷町 ２－１８－４９．

電話 （０９３－６６－７６５６） ．

長 崎 長崎市 片淵 町 １－ １

電話 （０９５８－２３－８９４９）

沖 縄 地 方 部

普 天 間 沖縄宜 野湾市野嵩区 ３２８

那 覇 沖縄那覇 市崇元寺町 １－１２８－２０

電話 （３－１６２０）

建 築部事 務所 東京都港 区北青 山 ３－ ６－ ４

電話 （４００－４０８０）

（誤りのある支部の支部長はご一報 ください）
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電話 （４７３） １６１３

印刷所 太陽印刷工業株式会社 ．

定 価 ７０円
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大 阪 市 阿 倍 野 区 阪 南 町 中 １ － １１－ ８

電 話 （０６－ ６２３－ ４３１５）

広 島 市 高 須 ２ － ７ － ２９

電 話 （０８２２－ ７１－ ５３０９）１

金 沢 市 兼 六 元 町 ３ 一 ８

電 話 、（０７６２－ ２１一 ε１３１）

京 都 市 左 京 区 下 鴨 松 原 町 ４４

電 話 （０７５－ ７０－ ４０６７）

名 古 屋 市 昭 和 区 北 山 町 ３－ ４１

電 話 ；（０５２－ ７３１ユ ４２１０）
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